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ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
を
使
っ
た

支
援
の
視
点

検
査
の
実
施
準
備
：
検
査
実
施
前
に
検
査

の
目
的
や
内
容
、
自
己
理
解
へ
の
活
用
方
法

や
効
果
な
ど
を
説
明
し
、
受
検
者
の
了
解
を

基
に
実
施
の
手
続
き
に
入
る
。
受
検
者
が
希

望
し
な
い
場
合
は
、
無
理
に
実
施
し
な
い
。

実
施
者
に
検
査
へ
の
十
分
な
知
識
が
な
い

と
、
実
施
に
向
け
た
説
明
力
が
伴
わ
ず
、
受

検
者
の
受
検
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
実
施
者
に
は
十
分
な
研
修
に
よ
る

専
門
的
な
知
識
・
理
解
が
求
め
ら
れ
る
。

受
検
態
度
の
観
察
と
記
録
：
実
施
は
適
正

な
方
法
と
手
順
に
従
っ
て
行
う
。
対
面
も
し

く
は
少
人
数
で
の
実
施
で
は
、
実
施
中
の
受

検
者
の
態
度
や
実
施
状
況
の
観
察
と
記
録
を

行
う
。
集
中
し
て
適
正
に
実
施
で
き
て
い
る

か
、途
中
で
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
か
を
観
察
し
、

記
録
を
取
っ
て
い
く
。

結
果
の
解
釈
：
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
特
徴
を

捉
え
、
面
談
時
の
観
察
も
踏
ま
え
て
柔
軟
に

判
断
す
る
が
、
先
ず
は
結
果
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
が
受
検
者
の
個
性
を
表
し
て
い
る
か
の
確

認
か
ら
始
め
る
。
受
検
時
に
意
欲
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
か
、
心
配
事
や
疲
労
な
ど
が
な

か
っ
た
か
、
な
ど
を
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
解

釈
す
る
前
に
確
認
し
て
お
く
。

結
果
を
使
っ
た
支
援
：
受
検
者
の
自
己
像

と
検
査
結
果
の
確
認
や
解
説
を
行
う
。「
検

査
、
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」「
最
後
ま
で

集
中
す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

す
か
」「
難
し
く
感
じ
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

し
た
か
」な
ど
の
聞
き
方
で
、
受
検
時
に
問

題
が
あ
っ
た
場
合
に
訴
え
や
す
い
よ
う
な
質

問
の
仕
方
を
配
慮
す
る
。
問
題
な
く
適
正
に

受
検
で
き
て
い
る
か
確
認
後
、
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
の
特
徴
を
捉
え
な
が
ら
、
受
検
者
の
自
己

像
と
の
一
致
や
不
一
致
を
、
面
談
を
通
し
て

明
ら
か
に
し
て
い
く
。不
一
致
の
場
合
に
は
、

そ
の
原
因
を
探
る
必
要
が
あ
り
、
あ
ま
り
意

識
し
て
い
な
い
自
分
の
行
動
な
ど
を
掘
り
起

こ
し
な
が
ら
、
納
得
の
得
ら
れ
る
解
釈
を
探

す
。
面
談
で
は
、
検
査
結
果
と
関
連
す
る
こ

れ
ま
で
の
経
験
に
つ
い
て
具
体
的
な
場
面
を

想
起
さ
せ
な
が
ら
結
果
の
解
釈
を
進
め
、
自

己
理
解
を
深
め
て
い
く
。
検
査
結
果
に
表

れ
る
側
面
が
、
受
検
者
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

内
面
な
の
か
、
社
会
的
な
役
割
を
果
た
す

た
め
に
演
出
さ
れ
た
側
面
な
の
か
を
受
検
者

と
一
緒
に
探
り
、
両
側
面
を
踏
ま
え
た
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
の
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
。職

務
分
析
の
視
点
を
踏
ま
え
た
解
釈
：
職

業
適
性
検
査
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
９
つ
の
適

性
能
や
職
業
興
味
の
６
類
型
を
基
に
適
性
診

断
を
行
い
、
適
職
群
を
示
す
よ
う
に
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、
１
つ
の
職
業
の
中
に
は
そ
れ

ら
の
全
て
が
職
務
内
容
と
し
て
含
ま
れ
て
い

る
も
の
だ
。
適
職
と
示
さ
れ
た
職
業
以
外
で

も
、
受
検
者
の
個
性
を
生
か
す
業
務
を
探
す

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。「
こ
の
業
務
は
み
ん

な
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
進
め
る
た
め
に
は

人
一
倍
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ

ち
ら
の
業
務
は
得
意
な
面
を
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
る
」と
い
っ
た
よ
う
に
、
職
業
へ
の

適
性
が
あ
っ
て
も
う
ま
く
で
き
な
い
場
面
が

あ
っ
た
り
、
興
味
が
持
て
な
い
場
面
が
あ
る

も
の
だ
。
適
職
で
は
職
業
の
主
た
る
部
分
と

の
適
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も

仕
事
上
の
役
割
は
沢
山
あ
る
。
自
ら
の
個
性

を
適
正
に
理
解
で
き
れ
ば
、
自
分
の
能
力
の

特
性
や
興
味
の
志
向
性
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
働
き
方
を
目
指
す
の
か
、
自
分
ら
し
さ

を
表
現
で
き
る
働
き
方
へ
と
近
づ
い
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。

キ
ャ
リ
ア
支
援
の
た
め
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の
意
義

職
業
経
験
が
な
い
、
あ
る
い
は
少
な
い
学

生
は
、
職
業
や
業
務
内
容
の
知
識
が
乏
し

く
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
向
く
の
か

な
ど
、
自
分
の
個
性
を
生
か
し
た
将
来
を
考

え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
は
学
生
自

身
の
将
来
や
職
業
選
択
へ
の
不
安
に
繋
が
っ

て
い
る
。

職
業
的
な
個
性
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
職

業
選
択
だ
け
で
な
く
、
職
場
へ
の
適
応
や

職
業
生
活
の
中
で
の
将
来
展
望
が
持
て
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
は
目
の
前
の
選
択
だ
け
で

な
く
生
涯
を
通
し
た
人
生
の
選
択
へ
と
生
き

方
を
変
え
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
言
え

る
。キ

ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る

ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
に
は
様
々
あ
る
が
、

働
く
上
で
の
能
力
特
性
や
職
業
的
興
味
傾

向
、
作
業
性
格
、
行
動
特
性
、
価
値
観
な
ど

を
測
定
す
る
ツ
ー
ル
が
主
に
上
げ
ら
れ
る
。

結
果
の
提
示
方
法
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

判
定
で
コ
メ
ン
ト
や
適
性
職
業
を
挙
げ
て
い

る
ツ
ー
ル
で
は
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
が
出
た
根

拠
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
結
果
は
選
択
行
動

へ
の
示
唆
に
は
な
る
が
、
自
己
理
解
と
し
て

そ
の
後
の
人
生
に
役
立
て
る
ま
で
に
は
至
ら

な
い
。
つ
ま
り
結
果
を
受
検
者
に
渡
す
だ
け

で
は
、効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

検
査
に
は
、
受
検
者
が
結
果
を
自
分
の
個
性

と
し
て
理
解
し
活
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
は
そ
の
役
割
が
あ
る
。

以
下
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
専
門
家
と
し
て

求
め
ら
れ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
ツ
ー
ル
の
実

施
や
活
用
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

大学における
キャリア支援のための
アセスメント・ツールの活用

巻頭言
●

特集●大学におけるキャリア支援のためのツール活用

元 日本体育大学
スポーツマネジメント学部 教授

本間啓二



職業研究――2022 No.1　4

１
　
導
入
の
経
緯
及
び
目
的

本
学
で
は
、
２
０
１
９
年
度
よ
り
職
業

レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
を
導
入
し
て
い
る
。

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
を
導
入
す
る
に

至
っ
た
経
緯
に
は
、
学
生
と
の
対
話
を
通
じ

て
共
有
さ
れ
た
問
題
意
識
が
大
き
く
関
係
し

て
い
る
。

就
職
活
動
に
お
い
て
学
生
は
、「
自
分
が

何
に
興
味
・
関
心
を
有
し
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
」、「
自
分
が
ど
の
よ
う
に
働
き
た

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
を
抱

え
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
悩
み

は
、
一
見
す
る
と
自
己
分
析
の
問
題
と
考
え

ら
れ
や
す
い
。
し
か
し
、
学
生
と
対
話
を
重

ね
る
中
で
、
ど
の
よ
う
な
職
業
が
あ
る
の
か

に
関
す
る
知
識
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
及

び
社
会
人
が
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
十
分
に
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
問
題
の
本
質
で
あ
る
と
わ
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
、
学
生
に
対
し
て
職
業
そ

の
も
の
に
関
す
る
情
報
が
十
分
に
提
供
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
は
、「
職

業
興
味（
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）別
リ
ス
ト
」と「
基

礎
的
志
向
性（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
）別
リ
ス
ト
」（
図
２
）

に
整
理
し
た
２
種
類
の
職
業
リ
ス
ト
が
用
意

さ
れ
て
お
り
、
自
身
の
興
味
と
関
連
の
あ
る

職
業
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
を

知
る
こ
と
で
、
職
業
選
択
へ
の
関
心
を
拡
げ

る
き
っ
か
け
と
し
て
有
用
で
あ
る
。

就
職
活
動
を
含
む
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い

て
、
自
己
分
析
と
職
業
研
究
は
、
車
の
両
輪

に
例
え
ら
れ
る
。
確
か
な
情
報
に
基
づ
く
幅

広
い
選
択
肢
の
も
と
で
自
己
分
析
と
職
業
研

究
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
納
得
の
い
く
就

職
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
肝
要
で

あ
る
と
考
え
る
。幅
広
い
選
択
肢
を
提
示
し
、

自
ら
の
キ
ャ
リ
ア（
職
業
観
・
就
業
観
）を
考

え
る
機
会
の
提
供
を
目
的
と
し
て
、
職
業
レ

デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
を
導
入
し
た
。

２
　
活
用
場
面
及
び
使
用
効
果

本
学
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
・
職

業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と
な
る
知

識
の
獲
得
と
態
度
の
醸
成
を
通
し
て
キ
ャ
リ

ア
発
達
を
促
す
た
め
、
１
年
次
と
２
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次
に

キ
ャ
リ
ア
科
目
を
必
修
化
し
、
様
々
な
キ
ャ

リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て

い
る
。

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
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、
１
年
生

を
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象
に
し
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キ
ャ
リ
ア
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ｂ
」
で
実

施
し
て
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。「
キ
ャ
リ
ア
入
門
ｂ
」
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職
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興
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と
自
己
理
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に
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き
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大
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生

活
を
充
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さ
せ
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ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
を
立
て
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こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
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学
生
に
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職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
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通
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職
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興
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深
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も
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通
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大
学
時
代
を
ど
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い
て

の
ア
ク
シ
ョ
ン
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プ
ラ
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考
え
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も
ら
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。
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ク
シ
ョ
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プ
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ネ
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２
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い
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留
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っ
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い
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。
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、

キャリア教育における
職業レディネス・テスト

職業レディネス・テスト

東北公益文科大学

東北公益文科大学　キャリア開発センター長

松尾慎太郎

～現在地を「見える化」して過去と未来を繋ぐ～

検
査
結
果
の
背
景
に
あ
る
過
去
に
目
を
向
け

る
こ
と
で
あ
る
。
検
査
結
果
は
、
自
身
の

興
味
や
自
信
、
志
向
性
を「
見
え
る
化
」
し

て
く
れ
る（
図
１
）。
そ
の
た
め
、
結
果
の

み
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
が
ち
で
あ
る
。
し

か
し
、
重
要
な
こ
と
は
興
味
や
自
信
、
志
向

性
が
形
成
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
な
ぜ

そ
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
の
か
に
つ
い

て
、
過
去
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
や

転
機
と
な
っ
た
事
柄
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

能
動
的
に（
時
に
は
批
判
的
に
）
結
果
の
分

析
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

２
点
目
は
、
検
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結
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を
踏
ま
え
た
未
来
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目
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向
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こ
と
で
あ
る
。
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に
、
職
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レ
デ
ィ
ネ
ス
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テ
ス
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導
入

は
、
幅
広
い
選
択
肢
を
提
示
す
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
い
る
。
Ｍ
ｙ
職
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リ
ス
ト
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書
き
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し
に
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っ
て
は（
図
２
）、
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中
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厚
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省
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よ
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運
営
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
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イ
ト
で
あ
る「
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト（
日

本
版
Ｏ–

Ｎ
Ｅ
Ｔ
）」
で
確
認
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト
は
、「
ジ
ョ

ブ
」（
職
業
、
仕
事
）、「
タ
ス
ク
」（
仕
事
の

内
容
を
細
か
く
分
解
し
た
も
の
、作
業
）、「
ス

キ
ル
」（
仕
事
を
す
る
の
に
必
要
な
技
術
・
技

能
）
等
の
観
点
か
ら
職
業
情
報
を「
見
え
る

化
」
し
て
い
る
。
Ｍ
ｙ
職
業
リ
ス
ト
の
候
補

に
な
っ
て
い
る
職
業
で
は
、
ど
の
よ
う
な
仕

事
内
容
・
作
業
が
一
般
的
に
行
わ
れ
、
ど
の

よ
う
な
ス
キ
ル
や
知
識
を
持
っ
た
人
が
働
い

て
い
る
の
か
を
調
べ
て
も
ら
い
、
ス
キ
ル
の

獲
得
に
向
け
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
を

p4-13.indd   4p4-13.indd   4 2022/04/22   16:45:482022/04/22   16:45:48

5　職業研究――2022 No.1

特集 大学におけるキャリア支援のためのツール活用

考
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

結
果
を
返
却
し
た
際
、
ぼ
ん
や
り
と
し
て

い
た
イ
メ
ー
ジ
が「
見
え
る
化
」
さ
れ
た
こ

と
で
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
と
の
向
き
合
い
方

が
わ
か
っ
た
と
い
う
反
応
が
多
く
見
ら
れ

た
。
自
身
の
関
心
の
あ
る
職
業
や
方
向
性
に

つ
い
て
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

る
学
生
の
中
に
は
、
検
査
結
果
か
ら
示
さ
れ

る
職
業
リ
ス
ト
の
中
に
そ
の
職
業
が
あ
る
こ

と
で
自
信
が
高
ま
っ
た
と
い
う
反
応
も
見
ら

れ
た
。
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
の
受
検

は
、
学
生
に
と
っ
て
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ

て
お
り
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア（
職
業
観
・
就

業
観
）
を
考
え
る
機
会
の
提
供
と
い
う
目
的

は
達
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

３
　
今
後
の
課
題
と
展
望

近
年
、
学
び
を
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
や
経

済
・
社
会
の
発
展
に
ど
う
活
か
し
て
い
く
か

を
考
え
る
た
め
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
全
国

の
大
学
で
実
施
す
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
る
。

２
０
２
２
年
１
月
18
日
に
日
本
経
済
団
体
連

合
会
が
公
表
し
た「
提
言
　
新
し
い
時
代
に

対
応
し
た
大
学
教
育
改
革
の
推
進
―
主
体
的

な
学
修
を
通
じ
た
多
様
な
人
材
の
育
成
に
向

け
て
―
」
に
お
い
て
、「
経
済
界
と
し
て
も
、

入
学
後
の
な
る
べ
く
早
い
時
期
か
ら
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
受
け
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
大
学
と
の
連
携
の

も
と
、
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
や
企
業
人

の
講
師
派
遣
な
ど
の
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
に
積
極
的
に
協
力
す
る
」
と
さ
れ
て

い
る
。
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
の
受
検

と
検
査
結
果
の
分
析
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
に
対

す
る
意
識
の
向
上
を
一
過
性
の
も
の
と
し
な

い
た
め
に
も
、
職
業
に
関
す
る
継
続
的
な
情

報
提
供
を
行
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備

に
産
官
学
が
連
携
し
て
取
り
組
み
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
拡
充
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

図１　興味と自信及び志向性の見える化

図２　２種類の職業リストとMy職業リスト

２
０
２
２
年
度
、
本
学
で
は
初
め
て
１
年

次
に
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
を
受
検
し

た
学
生
が
４
年
生
と
な
る
。
学
生
の
キ
ャ
リ

ア
選
択
の
幅
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。
今
後
も
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス

ト
の
継
続
し
た
実
施
に
よ
り
、
自
ら
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し

た
い
。
そ
し
て
、
就
職
活
動
を
終
え
た
４
年

生
や
卒
業
生
か
ら
１
年
生
に
対
し
て
、
職
業

レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
た

キ
ャ
リ
ア
選
択
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
行

わ
れ
る
よ
う
な
好
循
環
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

中
で
生
み
出
し
て
い
き
た
い
。
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集
団
で
実
施
後
、

個
別
面
談
で
結
果
を
確
認

―
―
厚
生
労
働
省
編
一
般
職
業
適
性
検
査（
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｂ
）を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
ま
す
か
。

本
学
で
は
、
就
職
支
援
の
場
で
20
年
以
上

前
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
言

語
と
非
言
語
の
能
力
が
総
合
的
に
わ
か
り
ま

す
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
公
的
機
関
で
使

用
さ
れ
て
い
て
信
用
性
が
高
い
の
で
、
継
続

し
て
い
ま
す
。

従
来
は
大
学
３
年
生
と
短
期
大
学
部
１
年

生
を
対
象
に
４
月
に
行
わ
れ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

１
回
目
の
出
席
率
の
最
も
高
い
と
き
に
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｂ
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
流
行
後
は
、
大
人
数
が
集
ま
る
場
を
設
け

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
、
５
月
か
ら

７
月
に
か
け
て
少
人
数
制
で
予
約
を
取
り
、

回
数
を
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

就
職
支
援
課
で
は
、
学
校
の
成
績
に
加
え

て
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
な
ど

の
適
性
検
査
の
結
果
な
ど
を
併
せ
て
参
照
し

な
が
ら
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就
職
活

動
中
の
全
学
生
に
進
路
登
録
カ
ー
ド
を
作
っ

て
お
り
、
面
談
の
内
容
や
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
適
性

能
得
点
な
ど
を
す
べ
て
記
録
し
て
い
ま
す
。

―
―
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
判
定
結
果
を
ど
の
よ
う
に
利

用
し
て
い
ま
す
か
。

学
部
ご
と
の
統
計
を
出
せ
ば
何
か
し
ら
の

傾
向
が
出
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
個
々

の
学
生
に
対
応
す
る
形
で
結
果
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
学
生
に
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
個
人
結
果

票
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト「
結
果
の
見
方
・
生
か

し
方
」を
一
緒
に
渡
し
て
い
ま
す
。

大
学
３
年
生
と
短
期
大
学
部
１
年
生
に

は
、
春
学
期
か
ら
週
１
回
就
職
準
備
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は
自
己
分
析
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
自
力
で
自

己
分
析
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
学
生
も
い
る

よ
う
で
、
時
間
を
か
け
て
も
結
局
わ
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

学
生
に
は
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
で
あ
る
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｂ
の
判
定
結
果
を
参
考
に
し
て
自
己
分
析

を
進
め
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま

す
。大

学
３
年
生
と
短
期
大
学
部
１
年
生
の
全

学
生
と
９
月
以
降
に
個
別
面
談
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
学
生
に
事
前
に
渡
し
た
結
果
票
を

個
別
面
談
の
際
に
持
参
し
て
も
ら
っ
て
、
一

緒
に
結
果
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
関
心
が
な
く
て
も
、

適
性
が
あ
り
そ
う
な
分
野
の
職
業
に
も

目
を
向
け
さ
せ
る

―
―
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
結
果
に
つ
い
て
学
生
の
反
応

は
い
か
が
で
す
か
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
学
生
は
概
ね
納
得
し

て
い
る
よ
う
で
、「
意
外
な
結
果
だ
」
と
い

う
よ
う
な
声
は
あ
ま
り
聞
か
れ
ま
せ
ん
。

学
生
は
、
40
種
類
の
適
性
職
業
群
の
う

ち
、
ど
の
職
業
群
に
適
性
が
あ
る
の
か
を
見

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
就
職
支
援
課
で

は
、
７
種
類
の
適
性
能
得
点
と
適
性
能
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
を
見
て
、
そ
の
学
生
は
何
が
得
意

で
何
が
不
得
意
な
の
か
に
注
目
し
ま
す
。

希
望
す
る
職
業
が
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
の

職
業
に
関
連
す
る
適
性
職
業
群
と
の
照
合
結

果
が
良
か
っ
た
場
合
は
、「
私
は
こ
の
道
に

進
ん
で
い
い
の
ね
」
と
自
信
に
つ
な
が
り
ま

す
。
反
対
の
パ
タ
ー
ン
の
場
合
は
、「
そ
ん

女子教育に121年の歴史を持つ相模女子大学・相模女子大学短期大学部は、学生のキャリア形成にも力を
入れています。夢をかなえるセンター就職支援課では、就職活動を成功させるためには「自分の強みと弱み
を知ること」「経験を通して様 な々働き方を理解すること」「自分に自信を持つこと」が必要との考えのもと、
社会で役立つ力を測定して自分自身を知るためにGATBを活用しています。武石聡子課長にお話を伺いました。

適性検査で自分の可能性に気づき
職業選択の視野を広げる

厚生労働省編一般職業適性検査［進路指導・職業指導用］

相模女子大学

相模女子大学
短期大学部

夢をかなえるセンター就職支援課長
武石聡子氏

自己分析と職業選択のサポートツールとして活用

な
考
え
も
あ
る
の
か
」
程
度
の
受
け
止
め
方

が
多
い
よ
う
で
す
。

一
方
で
、
特
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
職
業
分
野
に
適
性
が
あ
る
と
い
う
結
果

だ
っ
た
り
、
得
点
が
高
い
適
性
能
が
生
か
せ

る
職
業
に
こ
れ
ま
で
は
関
心
が
な
か
っ
た
場

合
は
、
そ
の
分
野
や
適
性
能
に
関
連
の
あ
る

職
業
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
よ
う
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
視
野
を
広
げ

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

例
え
ば
、
適
性
能
の
高
い
分
野
か
ら
判
断

し
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
に
向
い
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
そ
の
分
野
へ

の
関
心
が
低
か
っ
た
学
生
で
も
、
職
業
と
し

て
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
適
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ

と
に
自
分
で
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
分
野

で
も
、「
可
能
性
と
し
て
あ
り
得
る
の
か
な
」

と
思
う
よ
う
で
す
。

学
校
の
成
績
な
ど
か
ら
学
生
が
希
望
す
る

方
面
の
職
業
に
就
く
の
は
か
な
り
難
し
い
と

思
わ
れ
る
場
合
で
も
、
学
生
は
な
か
な
か
他

の
職
業
分
野
へ
目
を
向
け
な
い
も
の
で
す

が
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
よ
う
な
客
観
的
な
デ
ー
タ

が
あ
る
と
他
に
適
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
職

業
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
支
援
を
し
や
す
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
設
計
関
連
の
仕
事
を
希
望
し
て

い
る
学
生
が「
空
間
判
断
力
」
が
低
い
場
合

は
、
本
人
も
希
望
の
職
業
に
就
く
の
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
な
の
で
、
視

野
を
広
げ
て
適
性
が
あ
り
そ
う
な
他
業
界
の

職
業
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
よ
う
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。
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GATBは、いろいろな職業分野で仕事をするうえで必要とされる代表的な９種類の適性能を測定する。あ
る仕事を行うには、学習や訓練などによってその仕事に必要な知識や技能を身につけなければならない。
それらを身につけるための基盤となる能力が適性能であり、適性能が高いと、早く高いレベルまで身につ
けることができる可能性が高いということ。（＊相模女子大学・相模女子大学短期大学部では、F・Mは測定していません。）

上の例では、S（空間判断力）、G（知的能力）、P（形
態知覚）、N（数理能力）の順に得点が高く、い
ずれも100点以上で平均を上回っている。特にＳ
（空間判断力）はかなり高い。Ｓ（空間判断力）
は、設計図の理解や造形的な作業に使う能力
だが、システムエンジニアのような、複雑なシス
テムを構築するために構造的に物事を考える職
業にも必要となる。「高い能力を仕事に生かす」
という視点で、能力と職業を関連付けて考える。

希望する職業と関連する職業群に適性があるか
確認することができるので、「Ｈ：基準を満たし
ている」や「ｍ：基準をほぼ満たしている」とい
う結果であれば、自信につなげることができる。
また、適性のある職業群にはどのようなものが
あるか、知ることができる。各職業群の職業例
は、ワークシート「結果の見方・生かし方」に掲
載されている。

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
て
、

得
意
を
生
か
せ
る
選
択
へ

―
―
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
結
果
が
あ
ま
り
良
く
な
か
っ

た
学
生
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
適
性
能
得
点
が
全
般
的
に

低
く
、「
自
分
が
で
き
る
仕
事
は
な
い
の
で

は
？
」
と
い
う
不
安
を
感
じ
て
い
る
学
生
に

対
し
て
は
、
自
分
の
得
意
不
得
意
を
理
解
し

て
、
得
点
が
低
い
中
で
も
よ
り
得
点
が
高
め

に
出
て
い
る
適
性
能
に
注
目
し
、
自
分
の
得

意
な
と
こ
ろ
を
生
か
せ
る
よ
う
な
職
業
に
目

を
向
け
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
試
験
は
非
常
に
成
績
が
良

く
Ｇ
Ｐ
Ａ
も
非
常
に
優
秀
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
や
Ｓ
Ｐ
Ｉ
の
結
果
は
平
均
的

と
い
う
学
生
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
生

は
、
決
め
ら
れ
た
課
題
に
一
生
懸
命
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
、
努
力
が
で
き
て
そ
の
努

力
が
実
る
タ
イ
プ
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
の
適
性
能
得
点
は
全

般
的
に
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
自
信
を
持
て

な
い
学
生
も
い
て
、「
す
ご
い
ね
」
と
褒
め

て
も
、「
た
ま
た
ま
で
す
」
と
い
う
返
事
が

返
っ
て
く
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
を
よ
り
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
の
で
、「
こ
の
結
果
は
実
力

G 知的能力 説明・教示や諸原理・諸概念を理解したり、推理し、判断したりする能力。一般的
な学習力。

V 言語能力 言語相互の関係および文章や句の意味を理解し、それを有効に使いこなす能力。

N 数理能力 計算を正確に速く行うとともに、応用問題を解き、推論する能力。

Q 書記的知覚 文字や数字を直感的に見分け、違いを見つけ、校正する能力。文字や数字に限らず、
対象をすばやく知覚する能力。

S 空間判断力 立体形を理解したり、平面図から立体を想像したり、考えたりする能力。物体間の
位置関係とその変化を正しく理解する能力。

P 形態知覚 物体あるいは図形を見比べて、その形や陰影、線の太さや長さなど細かい差異を
正確に見分ける能力。

K 運動共応 データ入力等、眼で見ながら、手で迅速な運動を正しくコントロールする能力。

F 指先の器用さ 組立作業などに必要な指先の器用さ。小さいものを巧みに取り扱う能力。

M 手腕の器用さ ハンドルやレバーを巧みに操作するなど、物を取り上げたり、定められた位置関係で正確
にすばやく持ち替えたりするなどの、手腕や手首を巧みに動かす能力。

で
す
。
自
信
を
持
っ
て
」
と
伝
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

職
業
選
択
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
、

ま
た
自
己
分
析
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と
し
て

も
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
は
活
用
し
や
す
い
の
で
、
今
後
も

使
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１／２ ２／２

GATBで測定される適性能

GATBの個人結果票
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導
入
の
経
緯
・
ツ
ー
ル
使
用
の
目
的

日
本
の
新
卒
一
括
採
用
の
仕
組
み
が
変
わ

ら
な
い
中
で
、
就
職
活
動
は
年
々
早
期
化
し

て
き
て
い
る
。
青
田
刈
り
を
し
て
囲
い
込
み

を
狙
っ
た
り
、
時
期
を
分
散
さ
せ
て
学
生
の

負
担
を
減
ら
そ
う
と
し
た
り
、
企
業
の
早
期

化
の
思
惑
は
様
々
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
に
時
期
が
早
ま
っ
て
い
る
就
活
市
場

の
中
で
も
、
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
て
し
ま
う
学

生
は
多
く
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
学
も
例

外
で
は
な
く
、
か
ね
て
よ
り
３
年
生
の
初
動

の
遅
さ
が
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
る
学
生
に
そ
の
理
由
を

聞
く
と
、「
何
か
ら
手
を
付
け
れ
ば
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」、「
や
り
た
い
こ
と
が
わ

か
ら
な
い
」、「
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
意
見
が
非
常

に
多
い
。
こ
の「
わ
か
ら
な
い
」
の
裏
を
返

し
て
、「
今
何
を
す
べ
き
か
」
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
主
体
的
に
動
き
出
せ
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
目
を
つ
け
た
の
が
、「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
就

職
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク（
Ｗ
ｅ
ｂ
版
）」

で
あ
る
。
私
の
前
の
担
当
者
が
、
学
生
の
就

活
に
お
け
る
課
題
を
可
視
化
す
る
た
め
に
導

入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の

ツ
ー
ル
を
課
題
把
握
だ
け
に
留
め
ず
、
意
識

的
に
早
め
に
活
用
す
る
方
法
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
に
し
た
。

活
用
場
面
・
活
用
方
法

学
生
が
就
職
活
動
に
向
け
て
早
く
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
た
め
に
は
、
自
分
が
今
す
べ
き

こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
し
か
も
、
他
者
か
ら
強
要
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
分
自
身
が
必

要
だ
と
感
じ
て
取
り
組
め
る
と
、
納
得
感
が

得
や
す
い
は
ず
だ
。

そ
こ
で
本
学
で
は
、３
年
生
を
対
象
に「
Ｒ

Ｃ
Ｃ
就
職
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
解
説
講

座
」
を
手
作
り
で
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
企
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
ツ
ー
ル

自
体
の
解
説
を
し
た
上
で
、「
結
果
を
踏
ま

え
て
、
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
立

て
る
」こ
と
を
柱
と
し
て
い
る
。

４
月
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
ツ
ー
ル
に
つ

い
て
周
知
し
、
学
生
に
は
５
月
中
に
受
験
し

て
も
ら
う
。
解
説
講
座
は
５
月
下
旬
か
ら
６

月
上
旬
に
実
施
を
想
定
し
て
お
り
、
構
成
す

る
上
で
次
の
３
点
を
意
識
し
た
。

①
学
内
講
座
と
各
項
目
の
関
係
性
を
伝
え
る

学
生
が
こ
の
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、「
Ａ
就
職
意
欲
度
」、「
Ｂ
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
設
計
度
」、「
Ｃ
環
境
理
解
度
」、「
Ｄ

就
職
活
動
理
解
度
」、「
Ｅ
思
い
込
み
か
ら

の
自
由
度
」
の
５
項
目
に
つ
い
て
自
分
の
進

捗
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ

ら
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
同
時
に
、
各
項
目

と
結
び
つ
き
の
強
い
学
内
講
座
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、「
弱
点
は
わ
か
っ
た
が
、
何
を
す

れ
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
状
況

を
回
避
し
て
も
ら
い
、「
ま
ず
講
座
に
出
て

み
よ
う
」
と
い
う
意
欲
を
促
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
。
な
お
、
参
加
者
に
は
資
料

と
し
て「
講
座
・
準
備
度
相
関
表
」（
表
１
）

を
配
付
し
、
各
項
目
と
学
内
講
座
と
の
関
係

性
が
視
覚
的
に
理
解
し
や
す
い
よ
う
工
夫
も

し
て
い
る
。

②
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成
を
補

助
す
る

各
項
目
に
対
応
し
た
学
内
講
座
を
知
る
こ

学内講座における
RCC就職レディネス・チェック（Web版）

活用事例

RCC就職レディネス・チェック

駒澤大学

駒澤大学 キャリアセンター

加藤　駿

と
で
動
き
出
す
メ
ド
が
立
て
ら
れ
れ
ば
、
解

説
講
座
の
実
施
目
的
と
し
て
半
分
は
達
し
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は「
や
る
べ

き
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、い
つ
か
や
ろ
う
」

と
先
延
ば
し
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態

も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
講
座
は
実

際
に
学
生
が
自
分
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
る
。
そ
こ
で
活
用
し
て
い
る
の
が
、

「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
就
職
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
」（
表
２
）で
あ
る
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
一
番
左
側
の
列
に

質
問
が
用
意
さ
れ
て
お
り（
Ａ
～
Ｄ
の
各
項

目
10
問
ず
つ
）、「
は
い
」
と
回
答
で
き
る
質

問
に「
〇
」を
つ
け
な
が
ら
取
り
組
む
。「
〇
」

が
つ
く
質
問
は
そ
の
項
目
に
お
い
て
自
分
が

で
き
て
い
る
こ
と
で
、
逆
に
つ
か
な
い
と
こ

ろ
は
自
覚
す
る
弱
点
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

注
目
す
べ
き
は
中
央
の
列
に
あ
る「
ａ
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
と「
プ
ラ
ン
開
始
予
定
日
」

で
、
課
題
を
可
視
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
学

生
が「
い
つ
何
を
す
る
か
」
ま
で
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
表
１
で
紹
介
し
た
相
関
表
に
は
学
内
講

座
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
日
時
ま
で
記
載
さ

れ
て
い
る
た
め
、
学
生
は
相
関
表
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
て
今
後

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
自
分
で
考
え
る
こ

と
に
な
る
。

実
際
の
講
座
で
は
15
分
程
度
を
設
け
、
参

加
者
に
じ
っ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

③
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
共
有

①
、
②
の
工
程
で
は「
い
つ
ま
で
に
何
を

す
る
」
と
い
う
こ
と
ま
で
、
自
分
で
考
え
て

決
め
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
③
で

p4-13.indd   8p4-13.indd   8 2022/04/22   16:45:532022/04/22   16:45:53

9　職業研究――2022 No.1

特集 大学におけるキャリア支援のためのツール活用

は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
共
有
す
る
こ
と

で
、周
囲
の
学
生
の
プ
ラ
ン
を
参
照
し
た
り
、

自
分
の
プ
ラ
ン
へ
の
不
安
を
払
拭
し
た
り
す

る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は

講
座
内
で
３
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

ワ
ー
ク
を
行
う
。
そ
こ
で「
自
信
の
持
て
た

こ
と
」、「
就
職
活
動
に
関
す
る
課
題
」、「
こ

れ
か
ら
取
り
組
む
こ
と
」を
共
有
し
合
い
、
最

終
的
に
自
分
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
微
調
整

し
て
も
ら
う
。
想
定
外
で
は
あ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
情
報
共
有
が
し
に
く
く
な
っ
た
状

況
に
も
う
ま
く
マ
ッ
チ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。

活
用
効
果
と
学
生
の
感
想

以
上
の
①
～
③
を
経
て
、
受
講
者
は
自
分

の
課
題
を
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
未
来
を

見
据
え
た
方
針
を
あ
る
程
度
明
確
に
で
き
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
学
生
同

士
の
情
報
共
有
が
不
安
を
和
ら
げ
る
の
に
大

き
く
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
学
生
の
感
想
か

ら
も
見
て
取
れ
る（
表
３
）。
実
際
に
考
え

て
み
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
ど
こ
ま
で
遂

行
で
き
て
い
る
か
を
追
い
き
れ
て
は
い
な
い

が
、
少
な
く
と
も
ス
タ
ー
ト
段
階
で
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
差

し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

学
生
の
Ｒ
Ｃ
Ｃ
結
果
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
例

と
解
説

受
講
前
と
受
講
後
で
特
に
変
化
が
見
ら
れ

た
学
生
の
事
例
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た

い
。
以
下
の
資
料
は
あ
る
学
部
３
年
生
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結

果
で
あ
る
。

学
内
講
座
受
講
前
の
１
回
目
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
は
未
記
載
の
白
紙
で
あ
る
の
に
対

し
、
受
講
後
の
１
月
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ-

Ｗ
ｅ
ｂ
版
の

２
回
目
を
受
け
た
際
に
書
い
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
は
あ
る
程
度
記
入
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
も
５
月

に
受
け
た
１
回
目
よ
り
、
１
月
に
受
け
た
２

回
目
の
方
が
大
き
く
数
値
を
伸
ば
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
講
座
受
講
の
効
果
だ
け
で

は
な
く
、
学
生
自
身
が
独
自
に
取
り
組
ん
だ

活
動
の
影
響
も
容
易
に
予
想
で
き
る
。
し
か

し
、
課
題
を
自
覚
し
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

機
会
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
こ
の

表１　講座・準備度相関表（一部抜粋）

資料１　学生のアクションプランの例

資料２　某学部３年生チェックリストの結果

表３　学生の感想（一部）

表２　RCC就職レディネス・チェックワークシート（一部抜粋）

ツ
ー
ル
を
使
用
す
る
意
義
は
あ
る
だ
ろ
う
。

今
後
の
課
題
と
展
望

本
学
で
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ-
Ｗ
ｅ
ｂ
版
を「
学
生
の

初
動
を
後
押
し
す
る
」
た
め
に
活
用
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の

ツ
ー
ル
を
使
っ
た
学
生
に
つ
い
て
は
多
少
の

サ
ポ
ー
ト
は
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
成
果
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
ロ
グ

イ
ン
履
歴
で
し
か
追
え
て
お
ら
ず
、
現
状
は

使
用
し
た
個
別
の
学
生
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り

添
っ
た
支
援
が
で
き
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
今
後
の
課
題
は
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
結

果
を
参
考
に
、
個
別
相
談
な
ど
で
個
人
に
寄

り
添
っ
た
支
援
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

自分と同じように不安を抱えている方がいたのがわかり、とても安心しま
した。これから取り組んでいかなければならないことや、取り組み方がわ
かったのでとても良かったです。

具体的にどうしたらいいかをご教示いただけて参考になりました。

現時点で自分が足りなかった項目を高められるキャリアセンターの支援イ
ベントの紹介がすごく役に立ちました。今後参加してさらに就活に対する
意識を高めたいと思います。また、なかなか他の学生の就活状況を知る機
会がなかったので他の学生がどんなことをやってどういうことを考えてい
るのかを知ることができたのもすごく良い収穫になりました。

ワークシートの記入により、自分の今後の方針が明確になったから。

これからどうしていくべきかを具体的に知ることできたから。

自分の課題がわかり、就活の道のりがすっきりしてきた。
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参
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、
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分
の
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の
不
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を
払
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し
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こ
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を
狙
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と
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具
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的
に
は

講
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で
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の
グ
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プ
を
作
り
、

ワ
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を
行
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。
そ
こ
で「
自
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の
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た

こ
と
」、「
就
職
活
動
に
関
す
る
課
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」、「
こ

れ
か
ら
取
り
組
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こ
と
」を
共
有
し
合
い
、
最

終
的
に
自
分
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
微
調
整

し
て
も
ら
う
。
想
定
外
で
は
あ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
情
報
共
有
が
し
に
く
く
な
っ
た
状

況
に
も
う
ま
く
マ
ッ
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さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。

活
用
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果
と
学
生
の
感
想

以
上
の
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を
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、
受
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者
は
自
分

の
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を
把
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す
る
だ
け
で
な
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、
未
来
を

見
据
え
た
方
針
を
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る
程
度
明
確
に
で
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て

い
る
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子
が
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か
が
え
る
。
ま
た
、
学
生
同

士
の
情
報
共
有
が
不
安
を
和
ら
げ
る
の
に
大

き
く
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
学
生
の
感
想
か

ら
も
見
て
取
れ
る（
表
３
）。
実
際
に
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え

て
み
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
ど
こ
ま
で
遂

行
で
き
て
い
る
か
を
追
い
き
れ
て
は
い
な
い

が
、
少
な
く
と
も
ス
タ
ー
ト
段
階
で
の
モ
チ
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シ
ョ
ン
に
は
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
差

し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

学
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の
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結
果
プ
ロ
フ
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ル
例

と
解
説

受
講
前
と
受
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後
で
特
に
変
化
が
見
ら
れ

た
学
生
の
事
例
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た

い
。
以
下
の
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は
あ
る
学
部
３
年
生
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結

果
で
あ
る
。

学
内
講
座
受
講
前
の
１
回
目
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
は
未
記
載
の
白
紙
で
あ
る
の
に
対

し
、
受
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後
の
１
月
に
Ｒ
Ｃ
Ｃ-

Ｗ
ｅ
ｂ
版
の

２
回
目
を
受
け
た
際
に
書
い
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
は
あ
る
程
度
記
入
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
も
５
月

に
受
け
た
１
回
目
よ
り
、
１
月
に
受
け
た
２

回
目
の
方
が
大
き
く
数
値
を
伸
ば
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
講
座
受
講
の
効
果
だ
け
で

は
な
く
、
学
生
自
身
が
独
自
に
取
り
組
ん
だ

活
動
の
影
響
も
容
易
に
予
想
で
き
る
。
し
か

し
、
課
題
を
自
覚
し
、
ア
ウ
ト
プ
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ト
す
る

機
会
に
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て
い
る
と
い
う
意
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で
こ
の

表１　講座・準備度相関表（一部抜粋）

資料１　学生のアクションプランの例
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表３　学生の感想（一部）
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ツ
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を
使
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る
意
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は
あ
る
だ
ろ
う
。

今
後
の
課
題
と
展
望

本
学
で
は
Ｒ
Ｃ
Ｃ-

Ｗ
ｅ
ｂ
版
を「
学
生
の

初
動
を
後
押
し
す
る
」
た
め
に
活
用
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の

ツ
ー
ル
を
使
っ
た
学
生
に
つ
い
て
は
多
少
の

サ
ポ
ー
ト
は
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
成
果
を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
ロ
グ

イ
ン
履
歴
で
し
か
追
え
て
お
ら
ず
、
現
状
は

使
用
し
た
個
別
の
学
生
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り

添
っ
た
支
援
が
で
き
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
今
後
の
課
題
は
ツ
ー
ル
を
使
用
し
た
結

果
を
参
考
に
、
個
別
相
談
な
ど
で
個
人
に
寄

り
添
っ
た
支
援
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

自分と同じように不安を抱えている方がいたのがわかり、とても安心しま
した。これから取り組んでいかなければならないことや、取り組み方がわ
かったのでとても良かったです。

具体的にどうしたらいいかをご教示いただけて参考になりました。

現時点で自分が足りなかった項目を高められるキャリアセンターの支援イ
ベントの紹介がすごく役に立ちました。今後参加してさらに就活に対する
意識を高めたいと思います。また、なかなか他の学生の就活状況を知る機
会がなかったので他の学生がどんなことをやってどういうことを考えてい
るのかを知ることができたのもすごく良い収穫になりました。

ワークシートの記入により、自分の今後の方針が明確になったから。

これからどうしていくべきかを具体的に知ることできたから。

自分の課題がわかり、就活の道のりがすっきりしてきた。
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神
奈
川
大
学
は
、
神
奈
川
県
内
の
横
浜
・

湘
南
ひ
ら
つ
か
・
み
な
と
み
ら
い
の
３
か
所

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
ち
、
文
理
合
わ
せ
て
８

学
部
22
学
科
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
、
約

１
万
８
０
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
す
る
総
合

大
学
で
す
。

１
　
導
入
の
経
緯
と
目
的

「
自
分
自
身
が
何
に
向
い
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
」、「
就
活
を
何
か
ら
始
め
て
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
就
職
活
動
中

の
学
生
の
声
が
導
入
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
講
習
会
を
受
講
し
、

個
人
で
使
用
し
て
い
た
こ
と
、
キ
ャ
リ
ア
・

イ
ン
サ
イ
ト
が
気
軽
に
診
断
・
評
価
を
受
け

ら
れ
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
職
業
安

定
所
な
ど
で
も
使
用
さ
れ
て
い
て
、
信
頼
性

が
高
い
こ
と
が
導
入
の
決
め
手
と
な
り
ま
し

た
。本

学
の
就
職
課
で
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
各
種
対
策
講
座
な

ど
、
数
多
く
の
就
職
支
援
を
実
施
し
て
お

り
、学
生
の
個
別
相
談
も
１
回
40
分
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
国
家
資

格
を
持
つ
専
門
の
就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
対

応
し
て
い
ま
す
。

就
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の
相
談
の
多
く

は
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト（
Ｅ
Ｓ
）
や
履
歴

書
の
添
削
、
面
接
対
策
な
ど
が
主
と
な
っ
て

お
り
、
多
く
の
学
生
が
目
の
前
の
課
題
解
決

に
向
け
て
相
談
に
訪
れ
ま
す
。

し
か
し
、
中
に
は
目
標
を
見
失
っ
て
い
る

学
生
や
自
己
肯
定
感
の
低
い
学
生
の
姿
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。「
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」、
そ
の
よ
う
な
学
生
に
は
、
ま
ず

は
自
己
分
析
や
職
業
に
つ
い
て
、
短
時
間
で

気
軽
に
適
性
診
断
が
で
き
る
キ
ャ
リ
ア
・
イ

ン
サ
イ
ト
の
利
用
が
就
職
活
動
へ
の
第
一
歩

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
導
入
の
最

大
目
的
で
す
。

２
　
使
用

本
学
就
職
課
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン

サ
イ
ト
は
、
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
可
能
で

す
。本

学
３
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
す
べ
て
に
キ
ャ

リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を
導
入
し
て
お
り
、
私

の
所
属
す
る
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
就
職
課
に

は
、
４
台
の
Ｐ
Ｃ
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
利
用
は
、
就

職
課
の
開
室
時
間
内
で
あ
れ
ば
予
約
な
し
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
施
後
は
診
断
や

評
価
結
果
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
、
結
果

に
基
づ
き
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
Ｅ
Ｃ
コ
ー
ス
」
の
適
性
診
断
コ
ー
ナ
ー

な
ら
１
時
間
程
度
、
総
合
評
価
コ
ー
ナ
ー
で

あ
れ
ば
30
分
程
度
の
所
要
時
間
で
可
能
な
こ

と
か
ら
、
授
業
の
合
間
や
空
き
時
間
、
ま
た

個
人
面
談
後
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

キャリア・インサイトを
活用した学生相談

キャリア・インサイト

神奈川大学

キャリアコンサルタント
神奈川大学 就職支援部就職課長

沖田智大

短時間で気軽に適性診断し、就活への第一歩に

す
。近

年
、大
学
生
の
就
職
活
動
は
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
か
ら
企
業
と
の
接
点
を
持
ち
、
そ

の
後
本
格
的
な
就
職
活
動
へ
と
移
行
し
て
い

き
ま
す
。
多
く
の
学
生
は
、
大
学
３
年
生
の

夏
休
み
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

参
加
し
ま
す
が
、
中
に
は
２
年
生
や
１
年
生

の
低
年
次
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
学
生
も
見
受
け
ら
れ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。キ

ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
は
、
就
職
活
動

を
間
近
に
控
え
た
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
意

欲
の
高
い
低
年
次
の
学
生
に
も
、
自
己
分
析

や
職
業
適
性
の
評
価
が
就
活
へ
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
個
人
の
主
観
的
な
考
え

で
は
な
く
、
信
頼
性
の
高
い
客
観
的
な
結
果

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
、
学
生
の

自
己
を
見
つ
め
直
し
、
そ
し
て
自
信
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

３
　
学
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
例
と
解
説

大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
営
業
職
希
望
の
Ａ

さ
ん
、「
家
族
か
ら
○
○
○
○
○
は
、
向
い

て
い
な
い
か
ら
、
止
め
な
さ
い
」と
言
わ
れ
、

「
自
分
自
身
、
本
当
は
何
に
向
い
て
い
る
ん

だ
ろ
？
」
と
、
少
し
迷
い
が
出
始
め
て
い
た

こ
と
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
を
利

用
し
ま
し
た
。

職
業
興
味
評
価
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
は
、
Ｒ
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（
現
実
的
興
味
）
領
域
と
Ｉ（
研
究
的
興
味
）

領
域
に
は
関
心
が
低
く
、
Ｅ（
企
業
的
興
味
）

領
域
に
関
心
が
高
い
こ
と
が
表
れ
て
お
り
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
り
、
新
し
い

企
画
を
立
案
す
る
よ
う
な
仕
事
に
対
し
て
の

興
味
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
番
目

に
は
Ｓ（
社
会
的
興
味
）
領
域
が
高
い
こ
と

か
ら
、
人
と
関
わ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
な
仕

事
に
興
味
を
示
し
て
い
ま
す
。

行
動
特
性
評
価
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
、
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
、
負
け
ず
嫌

い
の
特
徴
が
表
れ
て
お
り
、
Ａ
さ
ん
の
行
動

特
性
に
合
っ
た
職
群
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
志
向
で
組
織
人
、
負
け
ず
嫌
い
な
タ

イ
プ
が
多
く
含
ま
れ
る
と
い
う
点
か
ら
営
業

系
が
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
Ａ
さ
ん
に
解
説
す
る

と
、「
営
業
系
に
向
い
て
い
る
結
果
が
出
て

安
心
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
頑
張
れ
ま
す
！
」

と
何
か
吹
っ
切
れ
た
よ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

４
　
今
後
の
課
題
や
展
望

コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
２
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

大
学
生
の
求
人
倍
率
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

１
・
83
倍
か
ら
２
０
２
２
年
卒
の
１
・
50
倍
と

低
下
し
て
お
り
、
ま
た
企
業
に
よ
る
選
考
の

多
様
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
早
期
化
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
学

生
へ
の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
行
動
制
限（
入
構
制
限
）
や
大
学

授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
に
よ
り
、
何
気

な
く
登
校
時
に
見
え
て
い
た
視
覚
か
ら
の
情

報
や
、
先
生
や
友
達
な
ど
か
ら
聞
く
聴
覚
か

ら
の
情
報
が
入
り
に
く
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
情
報
不
足
が
就
活
生
の
二
極
化
を
招
い
て

い
ま
す
。

大
学
と
し
て
、
日
々
多
く
の
情
報
が
発
信

さ
れ
る
中
、
就
活
情
報
を
い
か
に
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
学
生
に
届
け
る
か
、
大
変
悩
ま

し
く
、
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
サ
イ
ト
の
よ
う
な
信
頼

性
の
高
い
ツ
ー
ル
を
導
入
し
た
こ
と
は
、
大

変
有
意
義
で
あ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生

が
利
用
し
て
、
就
活
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う

さ
ら
に
利
用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

Aさんの職業興味評価プロフィール

Aさんの行動特性評価プロフィール

神奈川大学
横浜キャンパス
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本
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
授
業
は
非

対
面
と
な
り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
で
個
別

課
題
提
出
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、「
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論
」
と
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

活
用
し
、
自
己
理
解
、
仕
事
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
課
題
を
組
み
立
て
る

こ
と
に
し
た
。

シ
ラ
バ
ス
の
内
容
は
、
労
働
環
境
が
変
化

す
る
中
で
若
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し

て
い
く
た
め
、
職
業
を
通
し
て
社
会
参
加
し

て
い
く
意
義
や
職
業
意
識
を
高
め
、
自
ら
の

職
業
適
性
に
合
わ
せ
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
構
成
で
あ

る
。非

対
面
だ
っ
た
た
め
提
出
期
限
を
決
め
、

期
限
に
遅
れ
た
場
合
は
減
点
と
し
、
ま
と
め

て
の
提
出
は
認
め
ず
に
毎
週
提
出
す
る
こ
と

と
し
た
。
特
に
本
を
ま
と
め
る
の
で
は
な
く

自
分
の
考
え
で
意
見
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

か
を
重
視
し
、
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
文
字
制
限

を
４
０
０
～
８
０
０
文
字
程
度
と
し
た
。

以
下
、
全
15
講
の
う
ち
５
講
を
と
り
あ

げ
、
内
容
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論
の
使

用
ペ
ー
ジ
と
そ
の
解
説
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト

か
ら
一
部
を
抜
粋
し
、
紹
介
す
る
。

第
３
講

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論（
60
～
91
㌻
）

を
読
ん
で
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
、
Ｖ
Ｐ
Ｉ
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
、

ク
レ
ペ
リ
ン
の
４
つ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
、
検
査
に
対
す
る
自
分
の
考
え
や
意
見

を
書
く
。

職
業
適
性
に
は
仕
事
が
ど
の
程
度
う
ま
く

で
き
る
か
、
職
業
遂
行
に
必
要
な
技
術
や
知

識
を
持
っ
て
い
る
か
、
自
分
の
興
味
、
自
信

は
ど
の
領
域
に
あ
る
か
、
作
業
を
す
る
時
の

作
業
性
格
を
理
解
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
理

解
し
て
活
用
す
る
方
法
を
理
解
さ
せ
る
。

私
は
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ
能
力
側
面
か
ら
の
職
業
適

性
の
測
定
に
一
番
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

今
回
、
教
科
書
で
紹
介
さ
れ
た
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｂ

は
、
自
分
が
高
校
時
代
に
行
っ
た
適
性
検

査
よ
り
も
い
ろ
ん
な
分
野
の
適
性
が
わ
か

る
の
で
、
私
も
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
確
か
に
、
適
性
検
査
で
出
て
き

た
結
果
を
全
て
受
け
入
れ
て
、
参
考
に
し

す
ぎ
る
の
も
良
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

自
分
が
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
納
得
を

し
て
進
路
を
決
め
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、

適
性
検
査
と
い
う
の
は
と
て
も
良
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
進
路
に
行
き
詰
っ
て
悩

ん
で
し
ま
う
人
は
た
く
さ
ん
い
る
し
、
適

性
検
査
は
意
義
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
ど

ん
ど
ん
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

「5訂版 キャリアデザイン概論」
を活用したキャリア教育

キャリアデザイン概論

日本体育大学

日本体育大学 非常勤講師

島原富士江

コロナ禍における自己学習としての活用

第
４
講

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論（
38
～
45
㌻
）

「
自
分
を
知
る
」「
自
己
理
解
の
方
法
」
を
読

ん
で
自
己
理
解
の
必
要
性
に
つ
い
て
自
分
の

意
見
を
書
く
。

将
来
の
人
生
を
考
え
た
と
き
に
自
分
の
特

徴
や
得
意
な
能
力
を
生
か
し
た
仕
事
に
就
い

て
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る

と
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
様
々
な
角
度

か
ら
自
分
を
よ
り
深
く
知
る
、
自
分
自
身
を

等
身
大
で
深
く
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

誰
も
が
自
分
の
過
去
の
意
思
決
定
に
後
悔

し
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
後
悔
を
減
ら
す
た
め
に
必
要
と
な
る
の

が
自
己
理
解
で
あ
る
と
自
分
は
思
い
ま

す
。
意
思
決
定
を
迫
ら
れ
る
場
面
で
自
分

に
と
っ
て
最
善
な
選
択
は
何
な
の
か
、
過

去
の
経
験
や
過
去
の
後
悔
か
ら
自
分
の
考

え
や
性
格
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、自
分
に
と
っ

て
居
心
地
の
良
い
環
境
を
作
る
た
め
に
は

自
分
が
ど
の
よ
う
な
環
境
を
欲
し
て
い
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
人
と
関
わ
っ
て
い
き

た
い
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
性
格
は
周
り

の
環
境
や
年
齢
に
よ
っ
て
随
時
変
化
し
て

い
く
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
一
時
の
自
分

の
性
格
を
今
の
自
分
の
性
格
で
あ
る
と
決

め
つ
け
ず
、
同
じ
議
題
に
対
し
て
も
ど
の

よ
う
な
心
情
の
変
化
を
持
っ
て
い
る
の
か

を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
心
の
成
長
や
変

化
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
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第
５
講

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論（
46
～
58
㌻
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
自
己
分
析
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
ふ
ま
え
て
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と

を
ま
と
め
て
書
く
。

仕
事
に
対
す
る
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
、
動
機
、

価
値
観
な
ど
の
傾
向
に
つ
い
て
自
分
の
考
え

を
深
め
る
た
め
の
自
己
評
価
、
長
所
発
見

ワ
ー
ク
、
短
所
置
き
換
え
ワ
ー
ク
、
自
己
と

の
対
話
ワ
ー
ク
、こ
れ
か
ら
の
自
分
ワ
ー
ク
、

ジ
ョ
ハ
リ
の
窓
ワ
ー
ク
、
を
通
し
て
自
己
分

析
す
る
。

自
分
の
長
所
は
短
所
に
も
な
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
気
づ
い
た
。
ま
た
、
長
所
発
見

ワ
ー
ク
で
、
自
分
の
性
格
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
負
け
ず
嫌

い
で
、
根
気
強
く
、
経
験
豊
か
で
あ
る
こ

と
が
長
所
で
あ
る
。
勝
負
事
以
外
の
争
い

ご
と
が
嫌
い
で
、
基
本
的
に
人
に
優
し
く

で
き
る
方
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
性
格
も

生
か
せ
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
。
自

分
の
勝
負
事
に
対
し
て
の
強
い
気
持
ち

と
、
人
の
痛
み
を
理
解
す
る
力
を
生
か
せ

る
仕
事
に
就
き
た
い
。
自
己
と
の
対
話

ワ
ー
ク
で
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を

さ
ら
に
具
体
的
に
考
え
、
な
ぜ
な
の
か
、

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
を
、
見
つ
め
直
す
こ
と
が
出

来
た
。
今
後
も
、
キ
ャ
リ
ア
の
こ
と
を
考

え
る
時
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
あ
ら
ゆ
る

課
題
に
対
し
て
、
自
己
分
析
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

第
８
講

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論（
104
～
107
㌻
）

と
、
資
格
サ
イ
ト（「
資
格
キ
ン
グ
」
等
）
を

確
認
し
て【
資
格
名
】【
種
別（
国
家
、公
的
、

民
間
な
ど
）】【
こ
の
資
格
を
選
択
し
た
理
由

と
調
べ
た
感
想
】
を
書
く
。
初
め
て
知
っ
た

資
格
、
ま
た
は
面
白
い
と
思
っ
た
資
格
を
選

ん
で
具
体
的
に
調
べ
る
。

資
格
・
免
許
は
非
常
に
種
類
が
多
く
、
資

格
取
得
を
目
指
す
人
も
多
い
。
希
望
す
る
職

業
と
の
関
係
、
資
格
・
免
許
内
容
、
資
格
取

得
の
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
情
報
を
得
る

と
と
も
に
、
取
得
方
法
も
調
べ
さ
せ
る
こ
と

を
重
視
し
た
。

私
は
、
健
康
を
食
と
栄
養
の
専
門
職
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
す
る
管
理
栄
養
士
の
資
格
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
理
由
は
、
普
段
か
ら

栄
養
に
気
を
つ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
食
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
方
法
や
病
気
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
管
理
栄
養
士
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

免
許
を
受
け
た
国
家
資
格
で
、
病
気
を
患
っ

て
い
る
方
や
高
齢
で
食
事
が
と
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
方
、
健
康
な
方
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
て
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
持
っ

て
栄
養
指
導
や
給
食
管
理
、
栄
養
管
理
を
行

う
と
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
栄
養
士
は

都
道
府
県
知
事
の
免
許
を
受
け
た
資
格
で
、

主
に
健
康
な
方
を
対
象
に
し
た
栄
養
指
導

や
給
食
の
運
営
を
行
う
と
理
解
し
ま
し
た
。

第
10
講

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論（
15
～
35
㌻
）

を
読
み
、
日
本
版
Ｏ-
Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
サ
イ
ト
を

見
て
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
し
た

い
か
、
そ
の
理
由
を
含
め
て
書
く
。

働
き
方
の
様
々
と
働
く
未
来
、
若
者
の
働

く
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。
日
本

版
Ｏ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
に
は
、
多
く
の
職
業
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
体
験
さ
せ

よ
う
と
考
え
た
。

私
は
高
等
学
校
教
員
の
仕
事
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
調
べ
た
。
そ
こ
で
調
べ
て
自
分
が

ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
し
た
い
の
か
と
い

う
と
、
初
め
に
自
分
は
保
健
体
育
の
高

等
学
校
教
員
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
保
健
体
育
に
限
ら
ず
高
等
学
校
教

員
の
仕
事
は
主
に
担
当
す
る
教
科
を
生
徒

に
教
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
は

学
校
が
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動

を
展
開
す
る「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、
生
徒
会
活
動
、
ク

ラ
ブ
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
に
つ
い
て
も

指
導
す
る
。
更
に
個
々
の
生
徒
に
対
す
る

生
徒
指
導
や
進
路
指
導
も
行
い
、
学
級
を

受
け
持
つ
こ
と
も
あ
り
、
成
長
期
の
生
徒

を
学
習
面
だ
け
で
な
く
、
精
神
面
に
お
い

て
も
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
調
べ
で
、
私
は
保
健
体

育
と
い
う
教
科
を
生
徒
に
た
だ
教
え
る
の

で
は
な
く
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
あ
っ
た

よ
う
な
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
働
き
方
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
た
。

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

５訂版 キャリアデザイン概論
本間啓二・金屋光彦・山本公子　共著
A5判 208ページ
ISBN978-4-87563-270-2
5訂版発刊：2020年1月
発行：一般社団法人雇用問題研究会

●構成
第1章　人はなぜ働くのか
第2章　自分を知る
第3章　適性とキャリア選択
第4章　職業世界を知る
第5章　キャリアデザイン
第6章　就職活動に臨む

p4-13.indd   13p4-13.indd   13 2022/04/22   16:45:552022/04/22   16:45:55



13　職業研究――2022 No.1

特集 大学におけるキャリア支援のためのツール活用

第
５
講

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論（
46
～
58
㌻
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
自
己
分
析
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
ふ
ま
え
て
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と

を
ま
と
め
て
書
く
。

仕
事
に
対
す
る
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
、
動
機
、

価
値
観
な
ど
の
傾
向
に
つ
い
て
自
分
の
考
え

を
深
め
る
た
め
の
自
己
評
価
、
長
所
発
見

ワ
ー
ク
、
短
所
置
き
換
え
ワ
ー
ク
、
自
己
と

の
対
話
ワ
ー
ク
、こ
れ
か
ら
の
自
分
ワ
ー
ク
、

ジ
ョ
ハ
リ
の
窓
ワ
ー
ク
、
を
通
し
て
自
己
分

析
す
る
。

自
分
の
長
所
は
短
所
に
も
な
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
気
づ
い
た
。
ま
た
、
長
所
発
見

ワ
ー
ク
で
、
自
分
の
性
格
に
つ
い
て
あ
ら

た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
負
け
ず
嫌

い
で
、
根
気
強
く
、
経
験
豊
か
で
あ
る
こ

と
が
長
所
で
あ
る
。
勝
負
事
以
外
の
争
い

ご
と
が
嫌
い
で
、
基
本
的
に
人
に
優
し
く

で
き
る
方
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
性
格
も

生
か
せ
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
。
自

分
の
勝
負
事
に
対
し
て
の
強
い
気
持
ち

と
、
人
の
痛
み
を
理
解
す
る
力
を
生
か
せ

る
仕
事
に
就
き
た
い
。
自
己
と
の
対
話

ワ
ー
ク
で
、
自
分
の
考
え
て
い
る
こ
と
を

さ
ら
に
具
体
的
に
考
え
、
な
ぜ
な
の
か
、

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
を
、
見
つ
め
直
す
こ
と
が
出

来
た
。
今
後
も
、
キ
ャ
リ
ア
の
こ
と
を
考

え
る
時
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
あ
ら
ゆ
る

課
題
に
対
し
て
、
自
己
分
析
し
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。

第
８
講

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論（
104
～
107
㌻
）

と
、
資
格
サ
イ
ト（「
資
格
キ
ン
グ
」
等
）
を

確
認
し
て【
資
格
名
】【
種
別（
国
家
、公
的
、

民
間
な
ど
）】【
こ
の
資
格
を
選
択
し
た
理
由

と
調
べ
た
感
想
】
を
書
く
。
初
め
て
知
っ
た

資
格
、
ま
た
は
面
白
い
と
思
っ
た
資
格
を
選

ん
で
具
体
的
に
調
べ
る
。

資
格
・
免
許
は
非
常
に
種
類
が
多
く
、
資

格
取
得
を
目
指
す
人
も
多
い
。
希
望
す
る
職

業
と
の
関
係
、
資
格
・
免
許
内
容
、
資
格
取

得
の
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
情
報
を
得
る

と
と
も
に
、
取
得
方
法
も
調
べ
さ
せ
る
こ
と

を
重
視
し
た
。

私
は
、
健
康
を
食
と
栄
養
の
専
門
職
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
す
る
管
理
栄
養
士
の
資
格
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
理
由
は
、
普
段
か
ら

栄
養
に
気
を
つ
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
食
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
方
法
や
病
気
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
管
理
栄
養
士
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

免
許
を
受
け
た
国
家
資
格
で
、
病
気
を
患
っ

て
い
る
方
や
高
齢
で
食
事
が
と
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
方
、
健
康
な
方
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
て
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
持
っ

て
栄
養
指
導
や
給
食
管
理
、
栄
養
管
理
を
行

う
と
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
栄
養
士
は

都
道
府
県
知
事
の
免
許
を
受
け
た
資
格
で
、

主
に
健
康
な
方
を
対
象
に
し
た
栄
養
指
導

や
給
食
の
運
営
を
行
う
と
理
解
し
ま
し
た
。

第
10
講

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
概
論（
15
～
35
㌻
）

を
読
み
、
日
本
版
Ｏ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
サ
イ
ト
を

見
て
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
し
た

い
か
、
そ
の
理
由
を
含
め
て
書
く
。

働
き
方
の
様
々
と
働
く
未
来
、
若
者
の
働

く
問
題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。
日
本

版
Ｏ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
に
は
、
多
く
の
職
業
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
実
際
に
体
験
さ
せ

よ
う
と
考
え
た
。

私
は
高
等
学
校
教
員
の
仕
事
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
調
べ
た
。
そ
こ
で
調
べ
て
自
分
が

ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
し
た
い
の
か
と
い

う
と
、
初
め
に
自
分
は
保
健
体
育
の
高

等
学
校
教
員
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
保
健
体
育
に
限
ら
ず
高
等
学
校
教

員
の
仕
事
は
主
に
担
当
す
る
教
科
を
生
徒

に
教
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
は

学
校
が
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
教
育
活
動

を
展
開
す
る「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
、
生
徒
会
活
動
、
ク

ラ
ブ
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
に
つ
い
て
も

指
導
す
る
。
更
に
個
々
の
生
徒
に
対
す
る

生
徒
指
導
や
進
路
指
導
も
行
い
、
学
級
を

受
け
持
つ
こ
と
も
あ
り
、
成
長
期
の
生
徒

を
学
習
面
だ
け
で
な
く
、
精
神
面
に
お
い

て
も
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
調
べ
で
、
私
は
保
健
体

育
と
い
う
教
科
を
生
徒
に
た
だ
教
え
る
の

で
は
な
く
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
あ
っ
た

よ
う
な
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
働
き
方
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
た
。

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら

学
生
の
レ
ポ
ー
ト
か
ら
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本間啓二・金屋光彦・山本公子　共著
A5判 208ページ
ISBN978-4-87563-270-2
5訂版発刊：2020年1月
発行：一般社団法人雇用問題研究会

●構成
第1章　人はなぜ働くのか
第2章　自分を知る
第3章　適性とキャリア選択
第4章　職業世界を知る
第5章　キャリアデザイン
第6章　就職活動に臨む

p4-13.indd   13p4-13.indd   13 2022/04/22   16:45:552022/04/22   16:45:55



●

職業研究――2022 No.1　14

グ
ラ
ム
を
つ
く
る
と
思
っ
た
と
お
り
に
ゲ
ー

ム
が
動
い
て
い
く
…
…
。
そ
れ
は
と
て
も
感

動
的
で
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
ん
な
こ
と

も
あ
っ
て
、
情
報
技
術
関
係
の
分
野
で
仕
事

を
し
て
み
よ
う
か
と
い
う
思
い
が
以
前
よ
り

も
強
く
な
り
ま
し
た
。

―
―
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
銀
行
の
シ
ス
テ

ム
構
築
に
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

橘　

え
え
。
派
遣
会
社
に
登
録
し
、
銀
行
の

勘
定
系
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参
加
し
、
現
場
に
詰
め
て
仕
事
を
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
は
か
な
り
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
そ
の
中
で
私
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
し
て
シ
ス
テ
ム
構
築
に
携
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
を
７
年
あ
ま
り
続
け
た
後
、
Ｗ
ｅ

ｂ
系
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
目
指
し
て
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
と
し
て
独
立
し
ま
し
た
。

―
―
そ
れ
ま
で
携
わ
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

銀
行
の
勘
定
系
の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
お
仕
事

と
は
、
畑
違
い
の
分
野
で
す
ね
。

橘　

確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
専
門
学

校
に
通
っ
て
い
た
と
き
に
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
掲
示

板
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ
く
っ
て
い
て
、
そ

の
分
野
の
仕
事
に
は
前
か
ら
関
心
が
あ
っ
た

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
不

安
は
あ
り
ま
し
た
が
…
…
。

　

不
安
を
何
と
か
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
、

周
囲
の
人
た
ち
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
ま
た
近
く
に「
こ
う
い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
な
り
た
い
」と
思
わ
せ
て
く
れ
る
人
が
い

た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
人
を

目
標
に
し
て
、
ス
キ
ル
を
磨
き
、
努
力
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
新
規
事
業
に
特
化
し
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
や
、
開
発
チ
ー
ム
を
構
築
す
る

業
務
を
展
開
し
て
い
る
株
式
会
社m

ofm
of

さ
ん
と
提
携
し
て
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
多

い
で
す
ね
。
私
は
主
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
や
会

員
制
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
の
開

発
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
開
発
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

―
―
実
際
の
お
仕
事
は
ど
の
よ
う
に
し
て
進

め
ら
れ
る
の
で
す
か
。

橘　

近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
オ
ン
ラ
イ
ン

で
仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で

お
客
様
と
顔
合
わ
せ
を
し
、
ど
ん
な
ご
要
望

か
を
確
認
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
に
は
ど
ん

な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
ど

ん
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
よ
い
か
を
考
え
ま
す
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
系
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
は
、
銀

行
な
ど
で
使
わ
れ
る
大
型
の
シ
ス
テ
ム
の
開

発
と
は
違
い
、
チ
ー
ム
も
少
人
数
で
構
成

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
同
士
の
や
り
と
り
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ペ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」と
い
っ
て
、
２

人
で
１
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
一
方
が
手
を
動
か
し
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
コ
ー
ド
を
書
き
、
も
う
一
方
が

そ
の
コ
ー
ド
を
評
価
し
た
り
、
も
っ
と
よ
い

コ
ー
ド
が
な
い
か
を
探
っ
た
り
す
る
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
ー
的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
こ
う
し

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
完
成
さ
せ
ま
す
が
、
そ
れ

が
実
際
に
稼
働
し
た
後
も
、
お
客
様
の
要
望

に
応
じ
て
改
善
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

専
門
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
会
い
、

面
白
さ
に
目
覚
め
る

―
―
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し
て
ご
活
躍
で
す
が
、

情
報
技
術
関
連
の
分
野
に
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

橘　

高
校
生
の
こ
ろ
、
私
は
ゲ
ー
ム
に
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

将
来
は
情
報
関
連
の
分
野
で
仕
事
を
し
よ
う

と
い
っ
た
明
確
な
目
標
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
あ
え
ず
興
味
が
あ
る
と

こ
ろ
に
進
も
う
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
系
の
専

門
学
校
に
入
学
し
た
と
い
う
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
専
門
学
校
で「
Ｃ
言
語
」と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
授
業
が
あ
り
、
そ
の

と
き
初
め
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
会
い
ま
し

た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
を
使
っ
て
プ
ロ

プログラマー・IT エンジニア　橘 周世さん

ハードスキルとソフトスキルの
いずれも身につけてこそ、
いい仕事ができる

たちばな・しゅうせい●1985年、山梨県生まれ。高校卒業後、
コンピュータ系の専門学校に入学。専門学校卒業後、派
遣会社に登録し銀行のシステム構築に従事。その後、Web
系のエンジニアを目指して独立、フリーランスの道を歩む。認
定スクラムマスターを取得し、さまざまなシステム開発に参加。
2022年1月、フリーランスのまま、ソフトウェア開発などを業
務とする株式会社mofmofのCTO（ Chief Technology 
Officer：最高技術責任者）に就任。

橘さんはフリーランスのプログラマーやITエンジニアとして、さまざまなシ
ステムやアプリケーションの開発に携わってきました。プログラマーとして、
よりよい仕事をするためには、常に学び続けることが大切だと語ります。
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け
て
認
定
ス
ク
ラ
ム
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取

り
ま
し
た
。
資
格
取
得
後
は
ス
ク
ラ
ム
マ
ス

タ
ー
と
し
て
、
開
発
に
参
加
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

―
―
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
は
ど
の
よ
う
な
資
質

が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

橘　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
際
に
は
、
論

理
的
に
考
え
る
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
ね
。

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
大
切
で

す
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
い
う
と
、
人
と
あ
ま

り
関
わ
ら
ず
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
に

向
か
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
お
客
様
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、

し
っ
か
り
と
そ
の
ご
要
望
を
把
握
す
る
こ
と

は
と
て
も
重
要
で
す
。

　

大
型
の
シ
ス
テ
ム
開
発
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
作
成
し
た

仕
様
書
に
従
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
よ
う
に
Ｗ

ｅ
ｂ
系
の
仕
事
で
は
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
い
う
特
定
の
役
割
は
存
在
し
な
い
こ
と
が

珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
役
割
も
兼
ね
、
お
客

様
と
直
接
話
し
合
い
、
自
分
な
り
の
シ
ス
テ

ム
の
設
計
や
仕
様
を
決
め
、
自
分
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
書
き
ま
す
。

―
―
お
仕
事
の
中
で
喜
び
や
や
り
が
い
、
ま

た
、
厳
し
さ
を
感
じ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
と

き
で
し
ょ
う
か
。

橘　

仕
事
を
進
め
て
い
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。
そ
の
問
題
が
難
し

い
ほ
ど
、
解
決
策
を
提
案
す
る
の
は
勇
気
が

要
り
ま
す
。
で
も
思
い
切
っ
て
解
決
策
を
提

案
し
、
そ
の
結
果
、
問
題
が
解
消
し
、
い
い

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………連載

難
し
い
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
学
び
続
け
る
こ
と
が
大
切

―
―
お
仕
事
を
進
め
る
上
で
、
ど
ん
な
こ
と

を
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

橘　

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
仕
事
が
ス
ム
ー
ズ

に
進
む
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
例
え

ば
、
開
発
が
当
初
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
遅

れ
が
ち
に
な
っ
て
い
る
場
合
、「
も
っ
と
早

く
し
よ
う
」と
言
う
だ
け
で
は
問
題
は
解
決

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に

着
手
し
て
か
ら
不
明
点
が
発
生
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
様

を
決
め
る
段
階
で
十
分
に
詰
め
切
れ
て
い

な
か
っ
た
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
く
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
作
業
以
外
に
原
因
が
あ
る
場
合
が

多
い
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
お
客

様
や
チ
ー
ム
の
他
の
メ
ン
バ
ー
と
、
よ
り
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
す
る
こ
と
で
解

決
を
図
り
ま
す
。

―
―
少
人
数
の
チ
ー
ム
で
比
較
的
短
時
間
で

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
開
発
す
る
手
法
の
1
つ
に

「
ス
ク
ラ
ム
」が
あ
り
ま
す
。
認
定
ス
ク
ラ
ム
マ

ス
タ
ー
を
取
得
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。

橘　

お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に「
ス
ク
ラ
ム
」は

チ
ー
ム
で
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
を
進
め
る

と
き
の
手
法
の
1
つ
で
す
。

　
「
ス
ク
ラ
ム
」に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ

り
ま
す
が
、
要
は
チ
ー
ム
が
一
体
と
な
っ

て
い
か
に
変
化
に
適
応
し
、
迅
速
に
開
発
を

進
め
る
か
と
い
う
手
法
で
、
私
は
以
前
か
ら

そ
の
内
容
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

も
っ
と
深
く
知
り
た
い
と
思
い
、
研
修
を
受

http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html （雇用問題研究会ホームページ）

「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。　　

方
向
に
向
け
て
仕
事
が
動
き
出
し
た
と
き
は

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
し
、
同
時
に
や
り
が

い
も
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
問
題
に
直
面
し
た
と
き
、
ど
の
よ

う
な
技
術
を
選
択
す
る
か
を
迫
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
技
術
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
し
た
知
識
を

持
っ
て
、
正
し
い
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
で
き
る
た
め
に
は
、
常
に

学
ぶ
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
技
術
に
つ
い
て
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
前
に

進
め
る
か
と
い
う
方
法
を
学
ぶ
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
仕
事
は
、
小
さ
な
失
敗

の
連
続
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め
ず
に
改
善
を
重

ね
、一
歩
ず
つ
仕
事
を
進
め
て
い
く
の
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

―
―「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
り
た
い
」
と
考

え
て
い
る
後
輩
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

橘　

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
情
報
社
会
の
根
幹
を

担
う
職
業
で
す
。
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
き

た
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
や
技
術
的
な
専
門
知
識
と
い
っ
た
ハ
ー

ド
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
ソ
フ

ト
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

も
学
び
続
け
る
こ
と
に
楽
し
み
を
見
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
学
び
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
こ
そ「
腕
の

い
い
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」な
の
で
す
。
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が
課
さ
れ
、
思
考
や
行
動
の
特
性
を
測
る

脳
特
性
の
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
昼
食
も
含
め
終
日
社
員
と
と
も
に
過
ご

す「
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
の
体
験
入
社
」が

行
わ
れ
ま
す
。
山
田
副
社
長
は「
こ
の
会
社

で
長
く
働
い
て
い
け
る
か
、
１
日
か
け
て
学

生
さ
ん
自
身
に
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
」と

そ
の
目
的
を
語
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て「
社

員
た
ち
に
採
用
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、

こ
の
新
人
が
入
っ
て
き
た
ら
大
切
に
育
て

て
い
こ
う
、
と
い
う
意
識
を
醸
成
さ
せ
る

効
用
も
あ
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

内
定
者
は
、
入
社
ま
で
月
１
回
程
開
か

れ
る
事
前
勉
強
会
に
参
加
し
、
入
社
後
は

２
週
間
の
熱
処
理
研
修（
外
部
）や
２
カ
月

間
の
社
内
全
般
研
修
な
ど
の
新
入
社
員
研

修
を
受
け
ま
す
。
６
月
に
配
属
部
署
が
決

ま
り
ま
す
が
、
新
入
社
員
は
９
月
ま
で
社

内
外
の
研
修
に
参
加
し
ま
す
。
先
輩
社
員

が「
世
話
役
」と
し
て
指
導
に
あ
た
り
、
新

入
社
員
が
し
っ
か
り
成
長
で
き
る
よ
う
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

近
隣
の
企
業
と
も
連
携
し
、
新
入
社
員

が
自
社
の
特
色
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
他

社
の
新
入
社
員
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
交
換
研
修
も
行
わ
れ
ま
す
。「
自
分

の
会
社
に
つ
い
て
知
ら
な
い
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
ま
せ
ん
。
交
換
研
修

は
本
人
が
自
分
の
会
社
に
つ
い
て
、
よ
り

深
く
知
る
た
め
の
機
会
な
の
で
す
」（
山
田

副
社
長
）。

ま
た
、
毎
年
夏
に
行
わ
れ
る
納
涼
祭
の

企
画
や
準
備
・
運
営
は
新
人
た
ち
が
担
い
ま

す
。
納
涼
祭
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

組
織
の
動
か
し
方
を
学
び
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
み
の
成
果
は
、
２
０
１
６

年
以
降
の
中
途
離
職
者
は
１
名
の
み
と
い

う
高
い
定
着
率
に
も
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
と

社
員
第
一
の
信
念

同
社
で
は
、ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
と
し
て
、

会
社
の
行
動
指
針
が
記
載
さ
れ
た
カ
ー
ド

を
全
社
員
が
常
時
携
帯
し
、
共
通
の
意
識
を

も
っ
て
業
務
や
技
能
向
上
に
取
り
組
む
土

壌
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

平
岡
恵
美
子
人
事
グ
ル
ー
プ
長
は「
や
や

も
す
る
と
掛
け
声
だ
け
の
社
員
優
先
の
企

業
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
当
社
は
先
代
及
び

当
代
経
営
者
と
と
も
に
真
か
ら
社
員
の
幸

福
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
社
会
に
誇
れ
る
企

業
だ
と
思
い
ま
す
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

新
た
な
給
与
体
系
を
構
築
し
、

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ア
ッ
プ

同
社
は
従
来
の
年
功
序
列
型
の
給
与
体

系
か
ら
脱
却
し
、
新
た
な
制
度
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
社
員
を
、
仕
事
の
内
容

に
応
じ
て
総
合
職
と
一
般
職
に
分
け
る（
社

員
種
別
）と
と
も
に
、
６
段
階
の
等
級
づ
け

を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
責
務
」を
明
確
化

し
て
年
収
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
も
の
で
す
。

年
収
は
各
年
度
の
評
価
に
よ
っ
て
一
定
の

枠
内
で
変
動
し
ま
す
。
上
位
等
級
へ
の
昇
進

に
は
、
昇
格
試
験
を
パ
ス
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
責
務
は
等
級
が
上
位
に
な
る
ほ
ど

大
き
く
な
り
、
年
収
の
変
動
幅
も
大
き
く
な

り
ま
す
。

山
田
副
社
長
は
、
こ
の
新
た
な
給
与
体
系

の
意
味
に
つ
い
て「
年
功
序
列
型
で
は
仕
事

の
内
容
と
給
与
と
の
関
係
の
整
合
性
が
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
を
打
破
し
、
仕
事

と
待
遇
の
関
係
を
明
確
に
し
て
、
社
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
」と

語
っ
て
い
ま
す
。

マッ
チ
ン
グ
を
重
視
し
た
採
用
制
度
で
、

高
い
定
着
率
を
実
現

多
摩
冶
金
株
式
会
社
は
１
９
５
１
年
の

創
業
以
来
、
金
属
の
熱
処
理
加
工
を
業
務

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
東

京
の
本
社
工
場
の
ほ
か
、
中
国
に
も
大
連
工

場
が
あ
り
ま
す
。
人
材
開
発
に
も
力
を
注

ぎ
、「
令
和
三
年
度　

東
京
都
中
小
企
業
技

能
人
材
育
成
大
賞
知
事
賞
」の「
も
の
づ
く

り
部
門
」で
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

同
社
は
、
各
種
精
密
機
器
や
工
業
機
械

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
部
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
航
空
機
に
使
わ
れ
る
部
品
は
高

い
精
度
が
求
め
ら
れ
、
国
際
認
定
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
認
定
を
ク
リ
ア
し
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
航
空
機

部
品
の
熱
処
理
加
工
を
行
え
る
企
業
は
全

国
で
も
数
少
な
く
、
同
社
は
そ
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
２
０
１
６
年
か
ら
特
に
新

卒
採
用
に
力
を
注
ぎ
、
各
大
学
の
就
職
課

と
連
携
し
、
学
内
で
行
わ
れ
る
会
社
説
明

会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
説
明
会
後
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
学
生
た
ち
に
は
工
場
見
学

を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
後
の
一
次
、

二
次
面
接
で
は
面
接
官
が
和
や
か
な
ム
ー

ド
で
学
生
に
接
し
、
彼
ら
の
本
音
を
聞
き

出
す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

新
卒
者
の
採
用
活
動
に
お
い
て
、
基
本

と
な
る
の
が「
マ
ッ
チ
ン
グ
採
用
」で
す
。

山
田
真
輔
取
締
役
副
社
長
は「
会
社
側
か
ら

一
方
的
に
内
定
を
出
す
の
で
は
な
く
、
学

生
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
大
切
に
し
、
お

互
い
が
す
り
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
採
否
を

考
え
ま
す
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

二
次
面
接
時
に
は
、
学
生
に
は
小
論
文

わ が 社 の 人 材 開 発

わが社の人材開発 ・・
・・

・・・・・・・

連載

・・
・・

・・・・・・・多 摩 冶 金 株 式 会 社 本社所在地●東京都東村山市
事 業 内 容● 金属熱処理加工
従 業 員 数●70名（2022年４月現在）

行動指針記載カード

マッチング採用と仕事内容に見合った給与体系
を構築し、社内の活性化を図る
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し
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
日
常
で
携
帯
電
話
し

か
使
っ
た
こ
と
が
な
い
新
入
社
員
に
は
難
し

く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
で
、
四
苦
八
苦
し
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

敬
語
も
時
代
の
変
化
と
と
も
に
少
し
ず
つ

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

受
け
、
誰
に
こ
の
喜
び
を
伝
え
た
い
で
す
か

と
問
わ
れ「
父
や
母
に
伝
え
た
い
で
す
」
と

言
わ
ず
に「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
伝
え

た
い
で
す
」
と
答
え
て
い
る
の
を
観
て
違
和

感
を
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
既
に
こ
の
文
章

を
読
ん
で「
何
が
違
和
感
な
の
か
が
わ
か
ら

な
い
」
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
少
な
く
な

い
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
敬
語
は
な

く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
仕
事
の
場
面
で
、

他
者
に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、
共
に
良
い
関

係
を
築
い
て
い
こ
う
と
す
る
場
面
に
お
い
て

は
、
敬
語
は
大
切
な
表
現
方
法
な
の
で
す
。

新
入
社
員
研
修
に
お
い
て
電
話
の
形
態
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
と
し
て
も
、
敬
語
の
習

得
は
な
く
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
際
に『
な
ぜ
敬
語
を
用
い
る
の
か
』

と
い
う
意
味
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
名
刺
交
換
に
も

変
化
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
議
や
商
談
を
す
る
こ

と
が
増
え
、
新
入
社
員
研
修
で
名
刺
交
換

を
教
え
る
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
な
く
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
名
刺
交
換
の
方
法

を
新
入
社
員
研
修
で
取
り
上
げ
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
た
と
、
何
を
ど
の
よ
う
に
教

え
る
か
考
え
て
お
ら
れ
る
担
当
者
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
ま
す
。

名
刺
交
換
も
形
態
が
変
わ
っ
た
こ
と
や
方

法
を
伝
え
る
だ
け
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

形
態
は
時
代
の
変
化
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
来
な
ぜ
名
刺
交

換
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
名
刺
交
換
の
意

味
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。
名
刺
に
は
会
社
名
、
所
属
部

署
、
名
前
、
連
絡
先
と
い
っ
た
情
報
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
人
が
ど
こ
に
所
属
し
て

い
る
か
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
、
相
手
に

安
心
感
を
与
え
ま
す
。
名
刺
交
換
は
初
め
て

会
っ
た
人
と
の
共
同
作
業
で
、
お
互
い
に
敬

意
を
示
し
、
よ
い
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
糸
口
を
つ
く
っ
て

く
れ
ま
す
。
自
分
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
し
、
人
脈
を
つ
く
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。
名
刺
交
換
の
形
態
は
時
代
と
と
も

に
変
化
し
ま
す
が
、
名
刺
交
換
の
意
味
は
変

わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
も
時
代
の
変
化
と
と

も
に
研
修
で
取
り
上
げ
る
項
目
や
形
態
は
変

化
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
大

切
な
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
や
目
的
を

し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
で
す
。
意
味
や
目
的

は
変
化
し
な
い
も
の
と
し
て
し
っ
か
り
と
伝

え
る
こ
と
で
、
時
代
の
変
化
に
適
応
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。「
挨
拶
」「
時
間
管
理
」「
報
告
・
連
絡
・

相
談
」「
敬
語
」「
電
話
応
対
」「
名
刺
交
換
」「
訪

問
時
の
マ
ナ
ー
」
等
々
、
こ
れ
ら
の
意
味
や

目
的
は
新
入
社
員
研
修
時
で
な
い
と
触
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
是
非
、
意
味
や
目
的

を
こ
の
機
会
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

全
４
回
で
企
業
研
修
の
現
場
か
ら
企
業
に

お
け
る
人
材
育
成
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や

研
修
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
読
者
の
方
に
参

考
に
な
る
こ
と
を
書
い
て
ほ
し
い
と
の
ご
依

頼
を
受
け
、
今
回
が
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

第
１
回
目
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を

良
く
す
る
た
め
に
は「
き
ち
ん
と
き
く
」
と

「
き
ち
ん
と
伝
え
る
」が
大
切
な
キ
ー
に
な
る
、

と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
第
２
回

目
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
な
ど
で
グ
ル
ー
プ

討
議
を
す
る
前
に
、自
分
の
気
持
ち
を「
書
く
」

「
文
字
に
す
る
」
こ
と
で
発
話
を
促
す
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

こ
の
連
載
が
始
ま
っ
て
か
ら
ず
っ
と
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
り
、
企
業
研
修
も
様
変
わ
り
し
て

き
て
い
ま
す
。
研
修
と
言
え
ば
多
く
の
企
業

で
新
入
社
員
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
回

は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
入
社
員
研
修
に
つ

い
て
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
入
社
員
研
修
で
必
ず
取
り
上
げ
ら
れ
る

内
容
と
し
て
、
社
会
人
の
マ
ナ
ー「
電
話
応

対
」や「
名
刺
交
換
」が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
電
話
応
対
は
携
帯
電
話
の
出
現
に

よ
り
、
固
定
電
話
の
受
け
方
・
か
け
方
と
携

帯
電
話
の
受
け
方
・
か
け
方
の
両
方
が
必
要

に
な
り
ま
し
た
。
携
帯
電
話
が
普
及
し
た
こ

と
で
日
常
生
活
で
は
家
庭
に
固
定
電
話
が
な

く
一
人
ず
つ
携
帯
電
話
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
今
日
、
通
話
に
お
い
て
敬
語
を

使
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
影
響
で
、

新
入
社
員
研
修
で
電
話
応
対
の
前
に
敬
語
を

教
え
る
場
面
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
文
化
に
は
ウ
チ
と
ソ
ト
と
い
う
考

え
方
が
あ
り
、
日
本
語
に
は
尊
敬
語
と
謙
譲

語
と
丁
寧
語
が
あ
り
ま
す
。
ウ
チ
と
ソ
ト
で

は
尊
敬
語
と
謙
譲
語
と
丁
寧
語
を
使
い
分
け

企業研修の現場から連載

浅野衣子
株式会社キャリア開発サポーターズ
代表取締役

時代の変化とともに
変化するもの、変化しないもの

vol.11-3

あさの・きぬこ●株式会社キャリア開発サポーターズ代表取締役、キャリア開発カウンセラー（JICD・キャリア開発研究センター
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宮古高等技術専門校
自動車システム科／金型技術科

設置・運営●岩手県
所 在 地●宮古市松山８–29–３
訓 練 課 程● 自動車システム科（2年制、定員30名）
 金型技術科（1年制、定員10名）

富
な
実
習
時
間
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
近

年
の
就
職
率
は
１
０
０
％
で
あ
る
。

●
離
職
者
等
訓
練（
委
託
訓
練
）

円
滑
な
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
求
職

者
を
対
象
に
各
種
職
業
訓
練
を
行
っ
て
い

る
。
対
象
者
は
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申

込
み
し
、
公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
職
業
訓

練
の
受
講
指
示
等
を
受
け
た
方
で
、
令
和
３

年
度
は
21
の
訓
練
を
実
施
し
た
。

●
在
職
者
訓
練

職
場
で
働
い
て
い
る
方
等
を
対
象
に
、
必

要
な
知
識
の
習
得
、
技
能
の
向
上
、
資
格
取

得
の
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

３
年
度
は
20
の
訓
練（
コ
ー
ス
）
に
つ
い
て
、

延
べ
25
回
実
施
し
た
。

●
障
が
い
者
向
け
職
業
訓
練（
委
託
訓
練
）

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
業
を
促
進
し
、
県

内
企
業
の
障
が
い
者
雇
用
を
後
押
し
す
る
た

め
、
企
業
等
の
協
力
を
得
て
職
業
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。

３
校
合
同
「
自
動
車
整
備
業
界
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

の
開
催

そ
の
ほ
か
特
徴
的
な
取
組
と
し
て
、
県
立

職
業
能
力
開
発
校
３
校
の
主
催
に
よ
る「
自

動
車
整
備
業
界
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
例
年
１
月

に
盛
岡
市
で
開
催
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
が
、

自
動
車
シ
ス
テ
ム
科
１
年
生
に
と
っ
て
、
３

月
の
就
職
活
動
解
禁
に
向
け
た
初
め
て
の
企

業
研
究
の
場
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
開

催
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

訓
練
生
の
声

（
令
和
２
年
度
入
校
：
自
動
車
シ
ス
テ
ム
科
）

「
当
科
は
、
自
動
車
に
関
す
る
知
識
や
技

術
を
習
得
し
、
二
級
自
動
車
整
備
士
技
能
検

定
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
第
一
目
標
で

す
。
国
家
資
格
は
一
生
の
財
産
で
あ
り
、
資

格
を
持
つ
こ
と
は
そ
の
分
野
に
お
い
て
活
躍

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

本
校
は
、
研
修
旅
行
や
球
技
大
会
な
ど
の

学
校
行
事
も
あ
り
、
仲
間
と
の
親
睦
を
深
め

な
が
ら
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
目
標
に
向
け
頑
張
り
な
が
ら
、

社
会
人
と
し
て
の
素
養
も
身
に
付
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。」

今
後
の
課
題
等

沿
岸
地
域
に
お
け
る
人
口
流
失
、
少
子
化

に
よ
る
高
校
生
の
減
少
、
職
種
や
働
き
方
の

多
様
化
、
本
校
の
認
知
度
の
低
さ
等
を
背
景

と
す
る
入
校
応
募
者
数
の
逓
減
が
一
番
の
課

題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
地
域
内
外
の
高
校
を
計
画
的

に
訪
問
し
、
地
元
開
催
イ
ベ
ン
ト
に
て
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
学
校
見
学
に
も
随
時
対
応
し
て
い

る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ツ
イ
ッ
タ
ー
及
び
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
等

を
活
用
し
て
積
極
的
に
学
校
行
事
や
日
常
風

景
を
発
信
し
、
入
校
生
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
将
来
を
見
据
え
、
今
年
度
は

初
め
て
小
・
中
学
生
を
対
象
に「
も
の
づ
く

り
体
験
教
室
」（
ミ
ニ
四
駆
の
組
立
て
と
試

走
）を
開
催
し
た
。	

（
校
長　

細
越
健
志
）

北
海
道
に
次
ぐ
面
積
を
有
す
る
岩
手
県
に

は
、
県
が
設
置
し
た
職
業
能
力
開
発
校
が
３

校
あ
る（
県
北
部
、
内
陸
部
及
び
沿
岸
部
）。

そ
の
う
ち
、
太
平
洋
に
面
す
る
延
長
約

６
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
三
陸
海
岸
の
ほ
ぼ

中
央
、
本
州
最
東
端
に
位
置
す
る
宮
古
市
に

あ
る
の
が
宮
古
高
等
技
術
専
門
校
で
あ
る
。

設
置
理
念

沿
岸
地
域
の
職
業
能
力
開
発
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
自
動
車
整
備
士
や
金
型
技
術
者
を

志
す
新
規
学
卒
者
等
に
必
要
な
知
識
、技
術
・

技
能
を
習
得
さ
せ
、
就
職
を
支
援
す
る
。
ま

た
、
在
職
者
の
能
力
向
上
及
び
離
職
者
、
障

が
い
者
等
の
能
力
開
発
を
進
め
、
産
業
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
人
材
の
養
成
と
雇
用
の
安
定
を

図
り
、
も
っ
て
地
域
経
済
及
び
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
。

訓
練
内
容

●
自
動
車
シ
ス
テ
ム
科

二
級
自
動
車
整
備
士
技
能
検
定
試
験
合
格

と
新
時
代
に
対
応
で
き
る
カ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア

を
目
標
に
、
自
動
車
工
学
な
ど
の
関
連
学
科

や
自
動
車
の
点
検
、
調
整
、
整
備
、
故
障
診

断
法
の
技
術
を
習
得
す
る
。

●
金
型
技
術
科

金
型
業
界
を
担
う
実
践
力
に
富
む
金
型
技

術
者
を
目
標
に
、
金
型
工
作
法
、
精
密
加
工
、

品
質
管
理
な
ど
の
関
連
学
科
や
金
型
設
計
、

金
型
製
作
な
ど
の
技
術
を
習
得
す
る
。

※	　

自
動
車
シ
ス
テ
ム
科
、
金
型
技
術
科
と

も
に
少
人
数
制
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
、
豊

連載 職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら

金型技術科自動車システム科

新時代の岩手を支える技術と実践力を極める
高度技術人材サプライヤー !宮古技専校

●宮古高等技術専門校のホームページ／ツイッター／インスタグラム
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オ
ー
ル
近
大
で
学
生
の
就
職
活
動

を
支
援

代
表
的
な
の
が「
就
職
活
動
決
起
大
会
」

で
あ
る
。
毎
年
、
学
長
を
は
じ
め
教
職
員
が

一
体
と
な
っ
て
、
就
職
活
動
に
挑
む
学
生
を

鼓
舞
す
る
本
学
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

二
部
構
成
で
、
第
一
部
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
最
後
に
、
参
加
者
全
員
が
戦
い
抜
く
決
意

を
胸
に「
頑
張
ろ
う
三
唱
」を
し
、
就
職
活

動
へ
向
け
て
団
結
し
、
気
勢
を
あ
げ
る
。
第

二
部
で
は
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
・
内
定
者
が
就
職

活
動
の
不
安
や
疑
問
に
親
身
に
対
応
す
る
相

談
会
を
開
催
し
、
就
職
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
。

そ
れ
以
外
に
も
多
様
な
分
野
の
理
系
学

部
・
学
科
を
有
し
、
理
系
学
部
の
学
生
数
が

全
学
生
数
の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
を

活
か
し
た
イ
ベ
ン
ト「
オ
ー
ル
近
大
☆
業
界

研
究
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
・

５
Ｇ
な
ど
次
世
代
技
術
分
野
の
進
歩
が
著
し

い
中
で
、
企
業
の
理
工
系
人
材
の
ニ
ー
ズ
は

年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
職
業
選
択
の
段
階
で

意
思
決
定
に
迷
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
学
生

の
業
界
・
企
業
研
究
、
仕
事
観
の
醸
成
等
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
就
職
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し
て
い
る「
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
あ
る
。
中
で

も
キ
ャ
リ
ア
ア
シ
ス
タ
ン
ト（
Ｃ
Ａ
）
制
度

は
、
最
終
学
年
の
秋
時
点
で
進
路
が
未
決
定

の
学
生
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
以

外
に
所
属
す
る
若
手
職
員
が
Ｃ
Ａ
と
し
て
学

生
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
的
な
存
在
と
な

り
、１
対
１
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度
で
あ
る
。

個
別
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
学
生
に
つ
い
て

は
、
卒
業
ま
で
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
支

援
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
け
で

な
く
、
大
学
が
一
体
と
な
っ
た
支
援
も
本
学

の
特
徴
で
あ
る
。

３�　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
就
職
活
動
の
在
り
方

も
大
き
く
変
化
し
た
。
本
学
で
は
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
始
め
て
す
ぐ
に
対
面

だ
っ
た
面
談
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
切
り
替
え
、

学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
不
安
を
取
り
除

け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
ま
た
、
本
学

指
定
の
履
歴
書
・
自
己
紹
介
書
の
デ
ジ
タ
ル

化
も
導
入
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
就
職
活

動
に
対
応
で
き
る
施
策
を
取
り
入
れ
た
。

さ
ら
に
、
現
在
の
就
職
活
動
は
早
期
化
が

進
み
、
低
学
年
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
も
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況

に
合
わ
せ
て
本
学
で
も
１
、２
年
生
対
象
の

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、
低
学
年

次
の
支
援
も
今
後
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
学
で
は
社
会
の
変
化
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
そ
の
時
々
に
応
じ
た
支

援
を
展
開
し
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
が
納
得

い
く
進
路
に
結
び
付
け
ら
れ
る
よ
う
今
後
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

１　

本
学
の
概
要

近
畿
大
学
は
、
全
国
的
に
有
名
に
な
っ
た

「
近
大
マ
グ
ロ
」を
は
じ
め
、
長
年
に
わ
た

り
社
会
に
役
立
つ
実
学
教
育
に
注
力
し
た
教

育
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
い
意
味
で

「
大
学
ら
し
く
な
い
大
学
」と
し
て「
学
内
で

の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
実
証
実
験
」「
健

康
管
理
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
特
化
し
た
次

世
代
型
食
堂
の
設
置
」な
ど
革
新
的
な
こ
と

に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
改
革
力
が
高
い
大

学
と
し
て
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
１
７
年
に

開
設
さ
れ
た
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
施
設
内
の「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
リ
ア
・

フ
ィ
ー
ル
ド
」エ
リ
ア
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
エ
リ
ア
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に

加
え
、
産
学
連
携
を
推
進
す
る「
リ
エ
ゾ
ン

セ
ン
タ
ー
」、
卒
業
生
と
大
学
を
つ
な
ぐ「
学

園
校
友
部
」、
そ
し
て
自
治
体
と
の
連
携
を

司
る「
社
会
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
」が
集
結

し
、“
大
学
と
社
会
と
の
つ
な
が
り
”を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
職

員
の
デ
ス
ク
は
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
で
あ
り
、

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
有

機
的
な
連
携
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
生
み
出
す

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
開
か
れ
た
空
間
は
、
学
生
に

も
入
り
や
す
い
と
好
評
で
、オ
ー
プ
ン
以
降
、

来
室
す
る
学
生
数
も
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
増

加
傾
向
で
あ
り
、「
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」

を
身
近
な
存
在
と
し
て
学
生
に
感
じ
て
も
ら

え
て
い
る
と
考
え
る
。

近畿大学
大学運営本部キャリアセンター 課長代理

坂野裕一

キャリアセンター通信連載

オープンキャリア・フィールド

近畿大学
革新的な取り組みと手厚い支援で
学生のキャリア形成を支援
～大学と社会とのつながりをワンストップで提供～

アカデミックシアター
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げ
れ
ば「
恐
喝
」。
ケ
ガ
を
負
わ
せ
れ
ば「
傷

害
」。
万
引
き
を
さ
せ
た
り
、
家
の
現
金
を

持
ち
出
さ
せ
た
り
す
れ
ば「
強
要
」。
所
持

品
を
盗
め
ば「
窃
盗
」。
教
科
書
や
ノ
ー
ト

を
破
い
た
り
、所
持
品
を
故
意
に
壊
せ
ば「
器

物
破
損
」。
無
理
矢
理
に
服
を
脱
が
せ
て
裸

に
す
れ
ば「
強
制
わ
い
せ
つ
」。
誹
謗
中
傷

す
れ
ば「
侮
辱
罪
」「
名
誉
毀
損
」。
と
い
う

よ
う
に
、
い
じ
め
で
警
察
に
逮
捕
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
と
知
れ
ば
行
動
を
抑
制
す
る
こ
と

も
で
き
る
し
、
加
害
者
を
法
が
罰
し
て
く
れ

る
と
わ
か
れ
ば
、
被
害
者
が
逃
避
や
報
復
で

自
殺
す
る
こ
と
も
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
し
か
も
、
刑
事
訴
訟
法
で
、
教
師
は

犯
罪
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ず
、
告
発
の
義

務
を
負
っ
て
い
る
。
警
察
も
教
育
的
に
配
慮

し
柔
軟
に
対
応
し
て
く
れ
る
の
で
、
警
察
と

連
携
し
て
い
じ
め
に
対
処
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

重
大
事
態
の
い
じ
め
が
わ
ず
か
と
な
る

と
、
で
は
、
増
加
し
て
い
る
の
は
ど
の
よ
う

な
い
じ
め
か
。
文
部
科
学
省
は
、
詳
細
に
調

べ
て
い
る
。
い
じ
め
の
半
分
近
く
が
、「
嫌

な
こ
と
を
言
わ
れ
た
」
と
い
う
も
の
で
、
小

学
校
低
学
年
で
著
し
く
増
加
傾
向
を
示
し
て

い
る
。

日
常
生
活
を
送
っ
て
い
れ
ば
、
誰
で
も
対

人
関
係
が
こ
じ
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、
嫌
な

思
い
を
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。大
人
だ
っ
て
、

対
人
関
係
の
ス
ト
レ
ス
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
。
良
好
な
人
間
関
係
を
形
成
で
き
る
よ
う

対
人
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
社
会
性

を
備
え
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
が
、
こ
の
ス

キ
ル
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
身
に
つ
い
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
経
験
を
通
し
て

発
達
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
不
快
感
を
与

え
た
り
、
与
え
ら
れ
た
り
す
る
失
敗
経
験
を

経
て
学
習
し
、
少
し
ず
つ
身
に
つ
い
て
い
く
。

小
学
校
低
学
年
の
児
童
は
、
自
分
の
気
持

ち
を
表
現
し
た
り
、
相
手
の
気
持
ち
を
理
解

し
た
り
、
多
面
的
に
物
事
を
捉
え
る
こ
と
も

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
状
態
。
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー

も
少
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

も
乏
し
い
。
未
熟
さ
か
ら
、
不
満
を
あ
ら
わ

に
し
て
し
ま
い
、
ぶ
っ
た
り
、
嫌
な
こ
と
を

言
っ
た
り
、
人
目
を
気
に
せ
ず
泣
く
・
怒
る

と
い
っ
た
感
情
を
発
露
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ

る
。
そ
れ
は
、
発
達
の
過
程
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
、「
い
じ
め
ら
れ
た
」

と
言
え
ば
、
被
害
者
保
護
の
立
場
で
大
人
が

自
分
に
味
方
し
て
く
れ
る
こ
と
も
直
感
的
に

理
解
し
て
い
る
。
す
る
と「
い
じ
め
」
を
簡

単
に
口
に
し
て
し
ま
う
わ
け
だ
。

い
じ
め
の
多
様
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
す
べ

て
い
じ
め
を
な
く
す
と
い
う
の
で
は
な
く
、

対
人
ス
キ
ル
の
学
習
の
機
会
と
捉
え
て
対
処

す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

実
際
、
小
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
が
起
こ
っ

た
後
の
対
応
は「
仲
直
り
」
が
多
い
。
対
人

ス
キ
ル
の
発
達
は
こ
の
よ
う
な
段
階
を
経

て
、
身
に
つ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

大
人
の
世
界
を
み
れ
ば
、
か
つ
て
泣
き
寝

入
り
を
し
て
い
た
よ
う
な「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

か
ら
被
害
者
の
人
権
を
守
れ
る
よ
う
な
社
会

に
進
歩
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
被
害

意
識
が
極
端
化
し
た
り
、
被
害
者
を
装
い
、

人
を
お
と
し
め
た
り
す
る
よ
う
な
行
為
も
出

現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
冗
談
も
、

ふ
ざ
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
言
動
に
神
経
質

に
な
る
よ
う
な
向
き
も
あ
る
。
い
じ
め
の
多

様
性
を
考
慮
し
、
い
じ
め
に
対
す
る
行
き
過

ぎ
た
被
害
者
保
護
へ
の
対
応
が
、
被
害
意
識

の
極
端
化
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

い
じ
め
件
数
の
増
加
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
文
部
科
学
省
で
は
、
全
国
す
べ
て
の
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援

学
校
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
集
計

結
果
を
毎
年
、
公
表
し
て
い
る
。

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
い
じ
め
件
数
は
令

和
２
年
度
51
万
７
１
６
３
件
、
児
童
生
徒

１
０
０
人
あ
た
り
４
～
５
件
と
い
う
割
合
で

起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
件
数
は
い
じ
め
が
常

態
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
由
々

し
き
事
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど

の
学
校
で
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応

を
目
的
に
、
児
童
生
徒
に
対
し
、
年
に
数
回

い
じ
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
も
と
に
教
育
委
員
会
、
文
部
科
学

省
に
報
告
し
て
い
る
。
被
害
者
保
護
の
観
点

か
ら
、「
い
じ
め
ら
れ
た
」
と
言
え
ば
、
そ
れ

は
い
じ
め
と
認
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

教
師
が
勝
手
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

重
大
事
態
の
い
じ
め
や
い
じ
め
自
殺
が
起

こ
る
と
メ
デ
ィ
ア
が
大
々
的
に
報
道
す
る
の

で
、
い
じ
め
と
い
う
と
陰
湿
で
残
虐
な
も
の

を
想
起
す
る
人
が
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、

実
際
の
い
じ
め
は
非
常
に
多
様
で
、
報
道
さ

れ
る
よ
う
な
重
大
事
態
に
相
当
す
る
も
の
は

わ
ず
か
で
あ
る
。

重
大
事
態
相
当
の
も
の
は
、
い
じ
め
と
称

し
て
い
る
が
刑
法
に
抵
触
す
る
犯
罪
行
為
で

あ
り
、
加
害
者
は
家
庭
裁
判
所
で
の
審
判
を

経
て
、
少
年
院
送
致
に
な
る
こ
と
も
珍
し
く

な
い
。
行
為
に
よ
っ
て
は
刑
法
に
抵
触
す
る

場
合
が
あ
る
こ
と
を
、
児
童
生
徒
、
そ
し
て

保
護
者
に
周
知
さ
れ
れ
ば
、
重
態
事
態
の
い

じ
め
や
い
じ
め
自
殺
も
減
ら
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
期
待
さ
れ
る
。

遊
び
を
装
っ
て
も
、
殴
る
、
蹴
る
の
暴
力

を
ふ
る
え
ば「
暴
行
」。
現
金
等
を
巻
き
上

キャリア指導の現場から 連載

「いじめ」について考える

東洋大学経営学部 非常勤講師
玉川大学 教師教育リサーチセンター 非常勤講師       

千葉吉裕
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SDGｓなヒューマンリレイション
～コロナ禍での居場所を考える～

若 者 の こ こ ろ 考 現 学 第２回

臨床心理士／公認心理師　金屋光彦

将来の居場所になるはずだった東大で、その絶望の思いを
凶行という形で表現した。それはまた、「現実が死ぬほど苦し
い、助けてほしい」というSOSの叫びだったと言える。

3 自殺と他殺は表裏一体
かつて、精神分析の創始者フロイトは、「自殺は攻撃性が反

転して自己に向けられた結果であり、自らを殺すことで憎し
みと愛を抱く両親等の他者イメージを殺すことを意味する」と
分析した。これを示唆する事件が1968年にもあった。東京
や函館で、警備員や運転手等４人が銃殺された連続殺人事件
である。犯人は15歳で東京に集団就職し、犯行当時19歳の
青年だった永山則夫。獄中で書いた『無知の涙』がベストセラー
となり、当時貧困が犯罪を生んだと報道された。

最初に就職した渋谷の店は約５カ月で退職、以後20カ所近
くの職場を転々とする。犯行を犯すまでの３年半、永山青年
にとって、東京のどこにも居場所は見つからなかった。

逮捕後、彼は「おふくろは俺を３回捨てた」と母親に言い捨
てたという。８人兄弟の７番目、大人しく無口な少年だった
彼の生育環境をみると、博打に狂う父親、それを憎む母親か
らのネグレクト、さらに兄からの激しい暴力にまみれていた。

家庭にも職場にも、故郷にも都会にも居場所がなかった彼
は、何度も自殺を試みる。類を見ない優れた精神鑑定を行っ
た石川義博医師の記録によると、自殺を考えたり自殺未遂し
たりした回数は19回に上ったという。

4 偏差値以外の多様な価値を示す物差しが必要
大方の生徒たちは、平均レベルの成績に集中する。日本の

教室は、この「ただの人」が多数を占める。「塾にも行っている
のに、たいしたことないね」とみられ、自己の価値を感じるの
が難しい。前出の高校２年生が東大医学部を志望した理由は、
自分の個性が生かせるからとか、心身の弱った人の力になり
たい等ではなく、そこが偏差値の頂点だからだという。

日本の子どもたちの自己肯定感が先進諸国間で常に最低な
のは、この偏差値以外の自己実現を評価する、多様な物差し
を見失っているからである。

5 持続可能な人間関係こそ望まれる
今巷では、持続可能な環境づくりにも余念がない。が、そ

の持続可能なものとして今最も必要なものは、誰もが居場所
と感じられる持続可能なヒューマンリレイションではないだろ
うか？　いつでもどこでも安心して自分自身で居られ、一人
一人が大切にし合える関係こそ、家庭、学校、職場等のあら
ゆるところで、コロナ疲労に喘ぐ今こそ強く求め    られている。

1 私たちの居場所とは？
「一人でいても、寂しくないところ」、「他人といても、安心

していられるところ」、そして「集団や組織にいても、自分自
身でいられるところ」。

これらが真の居場所である。コロナ禍で人の温もりという
心の栄養が欠乏する生活を強いられる中、生きる上で欠かせ
ない居場所を、私たちはどれだけ確保できているだろうか？
「一人だとやたらと不安になる」、「家族や級友といても緊張

する。皆自分のことで精一杯で、孤独を感じる」……。勤務
する高校や新卒応援ハローワーク等で、そういった訴えが日
増しに届いてくる。

この居場所の危うさを示す証の一つが、若年層の自殺増加
である。2020年度19歳以下の子どもの自殺は777人で、
前年比18％増、20代でも2521人で、19％増となった。小
中高に限ると507人で、40％以上も増加し、特に女子高生
の急増が目立っている（厚生労働省）。

自殺の背景には、「誰もわかってくれない。助けてくれない」
といった孤立感がある。若年層の孤立感は想像以上に根は深
く、それは居場所の喪失と表裏一体である。

2 他人を巻き込んだ間接的な自殺の多発
１月に都内の高校で「希死念慮の心理と論理」のテーマで講

演した。久しぶりに大勢の人たちと同じ空間を共有し合い、
重いテーマを共に考えた。それはコロナで渇いた心が、潤っ
たひとときでもあった。

この希死念慮を行動化する事件が続発している。昨年10月
に福岡の男性（24歳）が、東京の京王線車内で複数の乗客に切
りつけ放火し、17人が怪我を負う。無職の彼は、「人を殺し
て自分も死にたかった」と供述した。また、12月には大阪の
クリニック放火事件で26人が犠牲になり、自殺願望の犯人も
死亡した。

さらに今年１月、東京大学で、大学入学共通テストで集まっ
ていた受験生や関係者を切りつける事件が起こった。犯人は
東大医学部を目指す高校２年生で、「自殺する前に人を殺して、
罪悪感を背負って切腹しようと思った」と供述した。

偏差値73の全国屈指の名古屋の有名高校に通う17歳は、
成績優秀者が集う「Ａ群理系」クラスにいた。ところが、最近
は100位以下に落ち、「東大医学部は無理」と三者面談で宣告
される。平凡な成績は「ただの人」に墜ちることを意味する。
中学校から神童と言われ、生活のすべてが勉強だった彼にとっ
て、この定位置の喪失は死に値するほどのショックだっただ
ろう。

連載
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「
相
談
者
を
元
気
づ
け
た
い
」

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
現
場
に
い
る
方
で
あ

れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
か
く
言
う
私
も
そ

の
一
人
で
、
し
ば
し
ば
空
回
り
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
学
生
を
元
気
づ
け
よ
う
と
し
て

失
敗
し
て
し
ま
っ
た
苦
い
経
験
を
も
と
に
、

そ
こ
か
ら
得
た
学
び
を
皆
さ
ん
と
共
有
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
Ｃ
さ
ん
の
事
例

Ｃ
さ
ん
が
私
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
来
た
の

は
、
３
年
生
の
11
月
の
こ
と
で
し
た
。
面
接

練
習
や
書
類
添
削
に
関
す
る
相
談
で
し
た

が
、
そ
の
高
い
完
成
度
に
驚
か
さ
れ
た
の
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
相
談
を
受
け
る
中
で
、「
本
当
は

マ
ス
コ
ミ
を
目
指
し
た
い
が
、
自
分
の
レ
ベ
ル

で
は
無
理
だ
と
感
じ
て
諦
め
た
」と
い
う
話
が

彼
の
口
か
ら
飛
び
出
し
ま
し
た
。
私
に
は
彼

が
非
常
に
立
派
に
見
え
て
い
た
の
で
、
そ
の

よ
う
な
不
本
意
な
思
い
を
抱
え
て
就
職
活
動

を
し
て
い
る
こ
と
に
さ
ら
に
驚
き
ま
し
た
。

私
は
返
す
刀
で「
諦
め
る
の
は
ま
だ
早

い
」、「
君
な
ら
で
き
る
」と
言
っ
て
元
気
づ

け
よ
う
と
し
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、「
実
力

が
あ
る
の
だ
か
ら
諦
め
て
ほ
し
く
な
い
」と

い
う
の
は
あ
く
ま
で
自
分
の
願
望
で
、
本
当

に
Ｃ
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
対
応
で

は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
…
。

■
前
向
き
を
押
し
付
け
な
い

Ｃ
さ
ん
は
そ
の
後
も
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
足
し
げ
く
通
い
、
様
々
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
面
接
練
習
や
書
類
添
削
を
依
頼
し
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
完
成
度
だ
け
で
は
な
く
、

http://www.koyoerc.or.jp/career.html

そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
も
目
を
見
張
る
も
の

で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
ま
た
就
活
に
対
し
て
弱

気
に
な
っ
て
い
る
Ｃ
さ
ん
に
対
し
、
い
つ
も

の
よ
う
に
励
ま
し
て
い
る
と
、
何
や
ら
不
穏

な
空
気
を
感
じ
ま
す
。
Ｃ
さ
ん
は
私
の
言
葉

に
、「
一
般
論
は
聞
き
た
く
な
い
ん
で
す
」と

言
っ
て
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
泣
き
出
し
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。
い
か
に
も
順
調
そ
う
に

見
え
る
Ｃ
さ
ん
の
就
活
で
し
た
が
、
本
人
の

中
で
は
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
た

よ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
Ｃ
さ
ん
の
本
音
を
丁
寧
に
聞
き

出
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
ジ
レ
ン
マ
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
Ｃ
さ
ん
は
３
年
生
の
早

い
時
期
か
ら
マ
ス
コ
ミ
関
係
へ
の
就
職
を
志

し
、
積
極
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
な
ど
、
努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
他
大
学
の
学
生
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛

感
し
、
泣
く
泣
く
希
望
業
界
へ
の
就
職
を
諦

め
た
よ
う
で
す
。

今
思
え
ば
、
や
る
だ
け
や
っ
て
断
腸
の
思

い
で
諦
め
た
Ｃ
さ
ん
に
向
か
っ
て
、
安
易
に

「
ま
だ
間
に
合
う
」と
い
う
よ
う
な
励
ま
し

は
、
い
さ
さ
か
早
計
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

本
当
に
諦
め
る
べ
き
か
ど
う
か
は
別
問
題
で

す
が
、
ま
ず
は
本
人
の
思
い
や
背
景
を
ひ
っ

く
る
め
て
受
け
止
め
な
け
れ
ば
、
相
談
者
を

本
当
の
意
味
で
元
気
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
だ
と
反
省
し
ま
し
た
。

■
就
活
の
ジ
ョ
ー
シ
キ

大
学
で
進
路
支
援
を
し
て
い
る
と
、
や
り

た
い
こ
と
に
向
か
っ
て
準
備
す
る
こ
と
が
正

義
だ
と
い
う
雰
囲
気
や
、
条
件
や
環
境
で
就

活
す
る
こ
と
を
タ
ブ
ー
視
す
る
空
気
を
ひ
し

ひ
し
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
や
り
た
い

こ
と
が
あ
る
人
に
対
し
て
は
そ
れ
を
応
援

し
、
な
い
人
に
は
見
つ
け
る
た
め
に
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、こ
の
よ
う
な「
就
活
の
ジ
ョ
ー

シ
キ
」の
よ
う
な
も
の
へ
学
生
を
誘
導
す
る

こ
と
は
、
学
生
の
ホ
ン
ネ
を
隠
さ
せ
て
し
ま

う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

私
は
進
路
支
援
に
お
い
て「
元
気
づ
け
る
」

と
い
う
こ
と
は
、「
次
の
行
動
の
活
力
に
な

る
」と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
は
ホ
ン
ネ
を
吐
き
出
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
も
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
や
り
た
い
こ
と
が
な
い
の
で
、

転
勤
が
な
い
と
こ
ろ
に
就
職
し
た
い
」と
い

う
意
見
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
そ
れ
じ
ゃ
厳
し
い
よ
ね
」と
言

う
の
は
簡
単
で
す
し
、
き
っ
と
本
人
も
わ

か
っ
て
い
て
相
談
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

一
見
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
も
と
れ
る
こ
の
言
葉

の
中
に
は
、「
〇
〇
し
た
い
」と
い
う
前
向
き

な
言
葉
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
動
き

出
そ
う
と
す
る
サ
イ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
転
勤

の
な
い
職
場
を
一
緒
に
探
す
な
ど
、
寄
り

添
っ
て
考
え
る
こ
と
で
先
に
進
め
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

正
直
に
言
え
ば
、
学
生
に
対
し
て「
そ
れ

じ
ゃ
ま
ず
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」と
思
う
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
の

よ
う
な
形
で
あ
れ
、
動
き
出
そ
う
と
す
る
力

を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

Ｃ
さ
ん
と
の
面
談
を
経
て
、
安
易
に
励
ま
し

た
り
、
一
般
的
な
ル
ー
ト
に
無
理
に
引
き
込

も
う
と
し
た
り
せ
ず
、
迷
い
な
が
ら
も
一
緒

に
道
を
探
す
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

vol.26-3キャリアカウンセリングの現場から連載

「転勤がないところに就職したい」
でいい ! ?

加藤　駿
駒澤大学 キャリアセンター

（雇用問題研究会ホームページ）

「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。



は、“プロ（専門家）のキャリアカウンセラー／キャリアコンサルタント”の養成、スキル向上、指導者養成までを、体系的に行っている専業機関です
特定非営利活動法人キャリアカウンセリング協会 研修担当

」厚労大臣指定更新講習33講座！ 詳細は学習専用サイト 「　　のキャリアコンサルタント学習情報」 で検索

講師：慶應義塾大学名誉教授　花田光世先生　ほか　各領域の第一線の学識者・専門家による講義

【CCA】キャリアコンサルタント向け知識講習（Web）
１対１の対人支援にとどまらず、組織開発・組織活性化、人事との協業といったテーマを真正面から
見据えたWeb学習（厚労大臣指定キャリアコンサルタント更新講習）です。実践に基づいた講師陣
の知見や豊富な事例が、実際のキャリア支援の現場で役立てられることを強く意図しています。

～～ ～

3,900名
受講済

基礎理論コース
対　象 ●中学校・高等学校の進路指導・キャリア教育担当者、スクールカウンセラー
 ●大学・短大・専門学校のキャリア支援・就職指導担当者
 ●職業安定・職業能力開発機関の担当者 
 ●職業相談・就業支援・教育相談機関等の担当者 
 ●キャリアコンサルタント、キャリア・カウンセラー、産業カウンセラー及びそれらを目指している方

コース 内　　容

KN式クレペリン作業性格検査は、２数の加算を行うことによって得られる作業量や作業曲線、作業の質などの結果か
ら、個人の性格面に関わる特性を総合的に捉えようとするものです。この検査を実習し、コンピュータ判定結果の読
み方等を説明します。また、各種の性格検査について概説し、個性理解について考えます。

職業レディネス・テスト（VRT）は、「自己理解を通じて職業探索へ、職業探索を通じて自己理解へ」という理念のもと、
若者（中学・高校生をはじめ、大学生、社会人など）の職業への興味・自信の方向性をキャリア発達の観点から捉え
ようとするものです。ホランドの職業選択理論を踏まえて、その実施と活用について説明します。

厚生労働省編 一般職業適性検査（GATB）は、多様な職業分野で仕事をするうえで必要とされる代表的な９種の能力
（適性能）を測定することにより、自己理解や適職領域の探索等、望ましい職業選択を行うための情報を提供します。そ
の実施方法と採点の方法を説明します。また、職業適性の理念や結果の解釈について説明します。

アセスメント・ツールを活用したキャリア・コンサルティングの考え方や進め方について説明します。また、各ツール
（VRT、GATB）の結果の解釈について、事例研究を通して学びます。受講生によるグループワークを取り入れたコース
となっています。　●「ＶＲＴコース」及び「ＧＡＴＢコース」を修了された方が対象です。

※ご希望のコースを自由に組み合わせて受講できます。ただしキャリア・コンサルティングは、「ＶＲＴ」及び「ＧＡＴＢ」コースを受講された方に限ります。

KN式クレペリン

VRT

GATB

キャリア・
コンサルティング

●開催日程、コース、会場等、詳しくはホームページでお知らせいたします。お申込みもサイト内専用フォームからできます。
http://www.koyoerc.or.jp
一般社団法人 雇用問題研究会 http://www.koyoerc.or.jp  〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 ●電話 03-5651-7072
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個人主導のキャリア形成が求められる中、それを支援するキャリアコンサルティングの重要性は、社会でも広く認められつつあります。
それとともにキャリアコンサルティングに不可欠なアセスメント・ツールも一層効果的な活用が期待されています。雇用問題研究会では、
当研究会で発行している各種アセスメント・ツール、心理（適性）検査を効果的にご活用いただくために、セミナーを開催しております。
各種ツール、心理検査等の理論・実施方法・活用方法等を解説いたします。
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キャリアコンサルティング、キャリアカウンセリングを学ぶ多くの方々に、
ロングセラーとして読まれてきた『キャリアコンサルティング　理論と実際』の６訂版

「キャリアコンサルタントの国家資格化」から５年以上が経過し、確固たる法的・制度的な位置づけが明らかに
なった今、単に知識・技能を知るだけでなく、キャリアコンサルタントとしての確固たる基盤を多くの人と共有
し、専門職としてのアイデンティティを確立するために、「法律」「歴史」「理論」の視点から大幅に改訂。
５訂版の章立てを見直し、直近の社会経済動向も意識しつつ、キャリアカウンセリングの歴史の重みを重視し、
キャリアコンサルティングの「原論」を追求した６訂版。

国家資格であることを踏まえ、キャリアコンサルティングを支える指針や制
度、法令や倫理を取り上げ、キャリア理論や産業・組織心理学について
も新たな内容を追加。また、日本のキャリア心理学ではあまり取り上げられ
なかった多文化・社会正義の理論群についても紹介。
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■〒103－0002 東京都中央区日本橋馬喰町1－14－5 日本橋Kビル2階 　電話 03－5651－7071　FAX 03－5651－7077
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